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（１）学生の確保の見通し及び申請者としての取組状況 

① 学生確保の見通し 

ア 定員充足の見込み 

１ 入学定員設定の考え方 

入学定員設定の考え方は、収容定員変更を計画している６学部１０学科２専攻におけ

る近年の志願状況や就職状況を踏まえるとともに、福岡県内の年齢別人口の動向、高等学

校及び中学校の在籍者数、高等学校を卒業した者の大学進学状況、さらには、福岡県を中

心とした九州各県および山口県内に所在する高等学校に在籍している高校生に対する進

学需要調査、企業・関係団体等に対する採用意向調査の結果などを総合的に勘案したうえ

で、入学者選抜の機能が低下しない範囲での入学定員を設定した。 

  イ 定員充足の根拠となる客観的なデータの概要 

  １ 最近５年間の志願者数等の状況 【資料８】 

   １）文学部 英文学科 

     英文学科の最近５年間の志願者数は、平成２４年度１，１０６人、平成２５年度１，

２８４人、平成２６年度１，２５５人、平成２７年度１，２１８人、平成２８年度１，

４２３人と安定した傾向を維持しており、最近５年間の平均志願者数は１，２５７．２

人、入学定員に対する志願者数の平均倍率（志願倍率）は１２．５７倍、実質的な競争

倍率である合格者数に対する受験者数の平均倍率（実質倍率）は２．９４倍となってい

る。 

この最近５年間の平均志願者数から収容定員変更後の入学定員（１２０人）に対する

志願倍率を算定すると志願倍率は１０．４８倍となり、また、最近５年間で最も少ない

年度（平成２４年度）の志願者数で算定しても９．２２倍の志願倍率が見込まれること

から、収容定員変更をした場合でも入学者選抜の機能が低下しない志願倍率を維持す

ることができると見込まれる。 

なお、英文学科の最近５年間の定員充足の状況は平均で約１．１５倍となっているが、

今般、収容定員を変更することで定員超過率の適正化を図るとともに、今後とも適切な

定員管理に努めることとする。 

２）文学部 外国語学科 英語専攻 

     外国語学科英語専攻の最近５年間の志願者数は、平成２４年度１，２８４人、平成２

５年度１，４２７人、平成２６年度１，３１９人、平成２７年度１，２７３人、平成２

８年度１，３０５人と安定した傾向を維持しており、最近５年間の平均志願者数は１，

３２１．６人、入学定員に対する志願者数の平均倍率（志願倍率）は１３．２２倍、実

質的な競争倍率である合格者数に対する受験者数の平均倍率（実質倍率）は３．８８倍

となっている。 

この最近５年間の平均志願者数から収容定員変更後の入学定員（１２０人）に対する

志願倍率を算定すると志願倍率は１１．０１倍となり、また、最近５年間で最も少ない
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年度（平成２７年度）の志願者数で算定しても１０．６１倍の志願倍率が見込まれるこ

とから、収容定員変更をした場合でも入学者選抜の機能が低下しない志願倍率を維持

することができると見込まれる。 

なお、外国語学科英語専攻の最近５年間の定員充足の状況は平均で約１．１３倍とな

っているが、今般、収容定員を変更することで定員超過率の適正化を図るとともに、今

後とも適切な定員管理に努めることとする。 

３）文学部 外国語学科 フランス語専攻 

     外国語学科フランス語専攻の最近５年間の志願者数は、平成２４年度４６２人、平成

２５年度６９５人、平成２６年度５７１人、平成２７年度６３６人、平成２８年度５８

９人と安定した傾向を維持しており、最近５年間の平均志願者数は５９０．６人、入学

定員に対する志願者数の平均倍率（志願倍率）は１１．８１倍、実質的な競争倍率であ

る合格者数に対する受験者数の平均倍率（実質倍率）は２．７３倍となっている。 

この最近５年間の平均志願者数から収容定員変更後の入学定員（６０人）に対する志

願倍率を算定すると志願倍率は９．８４倍となり、また、最近５年間で最も少ない年度

（平成２４年度）の志願者数で算定しても７．７倍の志願倍率が見込まれることから、

収容定員変更をした場合でも入学者選抜の機能が低下しない志願倍率を維持すること

ができると見込まれる。 

なお、外国語学科フランス語専攻の最近５年間の定員充足の状況は平均で約１．１９

倍となっているが、今般、収容定員を変更することで定員超過率の適正化を図るととも

に、今後とも適切な定員管理に努めることとする。 

４）商学部 商学科 

商学科の最近５年間の志願者数は、平成２４年度２，３９１人、平成２５年度２，４

２５人、平成２６年度２，２８５人、平成２７年度２，３１３人、平成２８年度２，８

６８人と安定した傾向を維持しており、最近５年間の平均志願者数は２４５６．４人、

入学定員に対する志願者数の平均倍率（志願倍率）は１６．３８倍、実質的な競争倍率

である合格者数に対する受験者数の平均倍率（実質倍率）は３．７１倍となっている。 

この最近５年間の平均志願者数から収容定員変更後の入学定員（１８０人）に対する

志願倍率を算定すると志願倍率は１３．６５倍となり、また、最近５年間で最も少ない

年度（平成２６年度）の志願者数で算定しても１２．６９倍の志願倍率が見込まれるこ

とから、収容定員変更をした場合でも入学者選抜の機能が低下しない志願倍率を維持

することができると見込まれる。 

なお、商学科の最近５年間の定員充足の状況は平均で約１．１６倍となっているが、

今般、収容定員を変更することで定員超過率の適正化を図るとともに、今後とも適切な

定員管理に努めることとする。 

５）商学部 経営学科 

経営学科の最近５年間の志願者数は、平成２４年度２，２２５人、平成２５年度１，
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８９５人、平成２６年度１，８５５人、平成２７年度１，５４７人、平成２８年度２，

２１１人と安定した傾向を維持しており、最近５年間の平均志願者数は１，８８０．５

人、入学定員に対する志願者数の平均倍率（志願倍率）は１２．５４倍、実質的な競争

倍率である合格者数に対する受験者数の平均倍率（実質倍率）は３．４７倍となってい

る。 

この最近５年間の平均志願者数から収容定員変更後の入学定員（１８０人）に対する

志願倍率を算定すると志願倍率は１０．４５倍となり、また、最近５年間で最も少ない

年度（平成２７年度）の志願者数で算定しても８．５９倍の志願倍率が見込まれること

から、収容定員変更をした場合でも入学者選抜の機能が低下しない志願倍率を維持す

ることができると見込まれる。 

なお、経営学科の最近５年間の定員充足の状況は平均で約１．１３倍となっているが、

今般、収容定員を変更することで定員超過率の適正化を図るとともに、今後とも適切な

定員管理に努めることとする。 

６）経済学部 経済学科 

経済学科の最近５年間の志願者数は、平成２４年度２，５０９人、平成２５年度２，

６３２人、平成２６年度２，５５５人、平成２７年度２，３３０人、平成２８年度２，

９３１人と安定した傾向を維持しており、最近５年間の平均志願者数は２，５０６．５

人、入学定員に対する志願者数の平均倍率（志願倍率）は１２．５３倍、実質的な競争

倍率である合格者数に対する受験者数の平均倍率（実質倍率）は２．７６倍となってい

る。 

この最近５年間の平均志願者数から収容定員変更後の入学定員（２４０人）に対する

志願倍率を算定すると志願倍率は１０．４４倍となり、また、最近５年間で最も少ない

年度（平成２７年度）の志願者数で算定しても９．７１倍の志願倍率が見込まれること

から、収容定員変更をした場合でも入学者選抜の機能が低下しない志願倍率を維持す

ることができると見込まれる。 

なお、経済学科の最近５年間の定員充足の状況は平均で約１．１７倍となっているが、

今般、収容定員を変更することで定員超過率の適正化を図るとともに、今後とも適切な

定員管理に努めることとする。 

７）経済学部 国際経済学科 

国際経済学科の最近５年間の志願者数は、平成２４年度１，３５５人、平成２５年度

１，５０６人、平成２６年度１，４９９人、平成２７年度１，４４７人、平成２８年度

１，４９５人と安定した傾向を維持しており、最近５年間の平均志願者数は１４５１．

７５人、入学定員に対する志願者数の平均倍率（志願倍率）は１４．５２倍、実質的な

競争倍率である合格者数に対する受験者数の平均倍率（実質倍率）は３．０１倍となっ

ている。 

この最近５年間の平均志願者数から収容定員変更後の入学定員（１２０人）に対する
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志願倍率を算定すると志願倍率は１２．１倍となり、また、最近５年間で最も少ない年

度（平成２４年度）の志願者数で算定しても１１．２９倍の志願倍率が見込まれること

から、収容定員変更をした場合でも入学者選抜の機能が低下しない志願倍率を維持す

ることができると見込まれる。 

なお、国際経済学科の最近５年間の定員充足の状況は平均で約１．１３倍となってい

るが、今般、収容定員を変更することで定員超過率の適正化を図るとともに、今後とも

適切な定員管理に努めることとする。 

８）法学部 法律学科 

法律学科の最近５年間の志願者数は、平成２４年度２，００９人、平成２５年度２，

５７２人、平成２６年度２，１０８人、平成２７年度２，２４０人、平成２８年度２，

６６７人と安定した傾向を維持しており、最近５年間の平均志願者数は２２３２．２５

人、入学定員に対する志願者数の平均倍率（志願倍率）は８．２７倍、実質的な競争倍

率である合格者数に対する受験者数の平均倍率（実質倍率）は２．４１倍となっている。 

この最近５年間の平均志願者数から収容定員変更後の入学定員（３１５人）に対する

志願倍率を算定すると志願倍率は７．０９倍となり、また、最近５年間で最も少ない年

度（平成２４年度）の志願者数で算定しても６．３８倍の志願倍率が見込まれることか

ら、収容定員変更をした場合でも入学者選抜の機能が低下しない志願倍率を維持する

ことができると見込まれる。 

なお、法律学科の最近５年間の定員充足の状況は平均で約１．１７倍となっているが、

今般、収容定員を変更することで定員超過率の適正化を図るとともに、今後とも適切な

定員管理に努めることとする。 

９）法学部 国際関係法学科 

国際関係法学科の最近５年間の志願者数は、平成２４年度５７１人、平成２５年度４

８６人、平成２６年度５１６人、平成２７年度６０５人、平成２８年度１，００１人と

安定した傾向を維持しており、最近５年間の平均志願者数は５４４．５人、入学定員に

対する志願者数の平均倍率（志願倍率）は６．８１倍、実質的な競争倍率である合格者

数に対する受験者数の平均倍率（実質倍率）は２．３９倍となっている。 

この最近５年間の平均志願者数から収容定員変更後の入学定員（９５人）に対する志

願倍率を算定すると志願倍率は５．７３倍となり、また、最近５年間で最も少ない年度

（平成２５年度）の志願者数で算定しても５．１２倍の志願倍率が見込まれることから、

収容定員変更をした場合でも入学者選抜の機能が低下しない志願倍率を維持すること

ができると見込まれる。 

なお、国際関係法学科の最近５年間の定員充足の状況は平均で約１．１７倍となって

いるが、今般、収容定員を変更することで定員超過率の適正化を図るとともに、今後と

も適切な定員管理に努めることとする。 

１０）人間科学部 心理学科 



 

5 
 

心理学科の最近５年間の志願者数は、平成２４年度１，０３３人、平成２５年度１，

４３７人、平成２６年度１，１４５人、平成２７年度１，１７２人、平成２８年度１，

２６５人と安定した傾向を維持しており、最近５年間の平均志願者数は１１９６．７５

人、入学定員に対する志願者数の平均倍率（志願倍率）は１１．９７倍、実質的な競争

倍率である合格者数に対する受験者数の平均倍率（実質倍率）は２．９９倍となってい

る。 

この最近５年間の平均志願者数から収容定員変更後の入学定員（１２０人）に対する

志願倍率を算定すると志願倍率は９．９７倍となり、また、最近５年間で最も少ない年

度（平成２４年度）の志願者数で算定しても８．６１倍の志願倍率が見込まれることか

ら、収容定員変更をした場合でも入学者選抜の機能が低下しない志願倍率を維持する

ことができると見込まれる。 

なお、心理学科の最近５年間の定員充足の状況は平均で約１．１４倍となっているが、

今般、収容定員を変更することで定員超過率の適正化を図るとともに、今後とも適切な

定員管理に努めることとする。 

１１）国際文化学部 国際文化学科 

国際文化学科の最近５年間の志願者数は、平成２４年度２，１７６人、平成２５年度

１，９８６人、平成２６年度２，１５４人、平成２７年度２，１１９人、平成２８年度

２，００５人と安定した傾向を維持しており、最近５年間の平均志願者数は２１０８．

７５人、入学定員に対する志願者数の平均倍率（志願倍率）は１４．０６倍、実質的な

競争倍率である合格者数に対する受験者数の平均倍率（実質倍率）は３．３９倍となっ

ている。 

この最近５年間の平均志願者数から収容定員変更後の入学定員（１８０人）に対する

志願倍率を算定すると志願倍率は１１．７２倍となり、また、最近５年間で最も少ない

年度（平成２５年度）の志願者数で算定しても１１．０３倍の志願倍率が見込まれるこ

とから、収容定員変更をした場合でも入学者選抜の機能が低下しない志願倍率を維持

することができると見込まれる。 

なお、国際文化学科の最近５年間の定員充足の状況は平均で約１．１８倍となってい

るが、今般、収容定員を変更することで定員超過率の適正化を図るとともに、今後とも

適切な定員管理に努めることとする。 

２ 福岡県内の人口動向等 

１）福岡県内の年齢別人口の動向による中長期的な見通し 【資料９－①】 

全国的に１８歳人口の減少が予測されている中で、福岡県における１８歳人口の減

少は比較的緩やかな傾向が示されており、平成２７年度の福岡県の年齢別人口による

と、福岡県内の０歳から１４歳までの各歳人口は、１４歳の４７，２３４人から０歳の

４５，１８９人まで、微増減を繰り返しながら減少していく。 

また、福岡県内の男女別各歳人口の推移をみると、本学の在学者の５７．８％を占め
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る女子の人口においては、１４歳の２２，８１０人から０歳の２１，９９０人へとさら

に緩やかな減少の傾向となっていることから、中長期的にみても入学定員を確保でき

るものと見込まれる。 

２）福岡県内の高等学校及び中学校の在籍者数 【資料９－②】 

平成２７年度の福岡県の学校基本調査によると、収容定員変更の初年度に受験対象者

となる福岡県内の高等学校（全日制）に在籍している２年生の生徒数は４２，９１９人、

収容定員変更２年目に受験対象者となる福岡県内の高等学校（全日制）に在籍している

１年生の生徒数は４３，４２７人となっている。 

また、収容定員変更３年目に受験対象者となる福岡県内の中学校に在籍している３年

生の生徒数は４７，２１５人、収容定員変更４年目に受験対象者となる福岡県内の中学

校に在籍している２年生の生徒数は４７，３６９人で、福岡県の中学校を卒業した者の

高等学校等への進学率を勘案した場合でも、今後、福岡県内の大学受験対象者が大きく

減少することはなく、中長期的な確保の見通しがあるものと見込まれる。 【資料９－③】 

３）福岡県内の高等学校を卒業した者の大学進学状況 【資料９－④】 

平成２７年度の福岡県の学校基本調査によると、福岡県内の高等学校を卒業した者

の過去３年間の大学進学状況は、平成２５年は卒業者４２，８０６人のうち大学進学者

は２２，２４４人で大学進学率は５２．０％、平成２６年は卒業者４１，６４９人のう

ち大学進学者は２２，１２９人で大学進学率は５３．１％、平成２７年は卒業者４１，

９９３人のうち大学進学者は２２，７９７人で大学進学率は５４．３％となっている。 

また、福岡県内の高等学校を卒業した者の過去１０年間の大学進学率は、平成１８年

の４８．３％から平成２７年は５４．３％と６ポイント上昇していることなどからも、

中長期的な入学定員の確保ができるものと見込まれる。 

４）福岡県内の高等学校を卒業した者の本学への進学状況 【資料９－⑤】 

本学における最近５年間の都道府県別の進学状況をみると、福岡県内の高等学校を

卒業した者の本学への志願者数は、志願者総数１０５，１４６人の約７３．７６％にあ

たる７７，５５９人、福岡県内の高等学校を卒業した者の本学への入学者数は、入学者

総数９，７３１人の約７５．５３％にあたる７，３５０人となっており、志願者及び入

学者ともに福岡県内の高等学校を卒業した者の割合は非常に高いものとなっている。 

過去における都道府県別の進学状況からみると、福岡県内の高等学校を卒業した者

の本学への志願者数や入学者数における傾向は今後も続くものと見込まれ、先に記し

た福岡県内の人口動向、福岡県内の高等学校及び中学校の在籍者数、福岡県内の高等

学校を卒業した者の大学進学状況等と併せてみた場合、中長期的にも安定した志願者

と入学者の確保を見込むことができる。 

３ 専門の調査機関による進学意向調査結果 【資料１０】 

今般の収容定員の変更計画は、本学の志願状況や福岡県の年齢別人口の動向、高等学校

及び中学校の在籍者数、高等学校を卒業した者の大学進学状況などを踏まえたうえで計
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画していることから、十分な学生確保が見込めるものであるが、収容定員変更の計画を策

定するにあたり、学生確保の見通しを計量的な数値から確認することを目的として、福岡

県を中心とした九州各県および山口県内に所在する高等学校の２年生に対する進学意向

に関するアンケート調査を実施した。 

１）文学部 英文学科 

進学意向に関するアンケート調査の結果、西南学院大学を「受験したいと思う」と回

答した６，３１２人のうち、西南学院大学に合格した場合、入学したい学科として英文

学科を第１希望と回答した者は４９３人、第２希望と回答した者は６０８人となって

おり、福岡県を中心とした九州各県および山口県内に所在する高等学校の２年生に限

定した調査結果においても、英文学科への進学意向の高さがうかがえることから、十分

な志願者数を確保することができるものと見込まれる。 

２）文学部 外国語学科 英語専攻 

進学意向に関するアンケート調査の結果、西南学院大学を「受験したいと思う」と回

答した６，３１２人のうち、西南学院大学に合格した場合、入学したい学科として外国

語学科英語専攻を第１希望と回答した者は６６２人、第２希望と回答した者は５６０

人となっており、福岡県を中心とした九州各県および山口県内に所在する高等学校の

２年生に限定した調査結果においても、外国語学科英語専攻への進学意向の高さがう

かがえることから、十分な志願者数を確保することができるものと見込まれる。 

３）文学部 外国語学科 フランス語専攻 

進学意向に関するアンケート調査の結果、西南学院大学を「受験したいと思う」と回

答した６，３１２人のうち、西南学院大学に合格した場合、入学したい学科として外国

語学科フランス語専攻を第１希望と回答した者は６２人、第２希望と回答した者は１

２７人となっており、福岡県を中心とした九州各県および山口県内に所在する高等学

校の２年生に限定した調査結果においても、外国語学科フランス語専攻への進学意向

の高さがうかがえることから、十分な志願者数を確保することができるものと見込ま

れる。 

４）商学部 商学科 

進学意向に関するアンケート調査の結果、西南学院大学を「受験したいと思う」と回

答した６，３１２人のうち、西南学院大学に合格した場合、入学したい学科として商学

科を第１希望と回答した者は４６５人、第２希望と回答した者は５９３人となってお

り、福岡県を中心とした九州各県および山口県内に所在する高等学校の２年生に限定

した調査結果においても、商学科への進学意向の高さがうかがえることから、十分な志

願者数を確保することができるものと見込まれる。 

５）商学部 経営学科 

進学意向に関するアンケート調査の結果、西南学院大学を「受験したいと思う」と回

答した６，３１２人のうち、西南学院大学に合格した場合、入学したい学科として経営
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学科を第１希望と回答した者は３１６人、第２希望と回答した者は４９６人となって

おり、福岡県を中心とした九州各県および山口県内に所在する高等学校の２年生に限

定した調査結果においても、経営学科への進学意向の高さがうかがえることから、十分

な志願者数を確保することができるものと見込まれる。 

６）経済学部 経済学科 

進学意向に関するアンケート調査の結果、西南学院大学を「受験したいと思う」と回

答した６，３１２人のうち、西南学院大学に合格した場合、入学したい学科として経済

学科を第１希望と回答した者は９８４人、第２希望と回答した者は７１１人となって

おり、福岡県を中心とした九州各県および山口県内に所在する高等学校の２年生に限

定した調査結果においても、経済学科への進学意向の高さがうかがえることから、十分

な志願者数を確保することができるものと見込まれる。 

７）経済学部 国際経済学科 

進学意向に関するアンケート調査の結果、西南学院大学を「受験したいと思う」と回

答した６，３１２人のうち、西南学院大学に合格した場合、入学したい学科として国際

経済学科を第１希望と回答した者は１７５人、第２希望と回答した者は３２３人とな

っており、福岡県を中心とした九州各県および山口県内に所在する高等学校の２年生

に限定した調査結果においても、国際経済学科への進学意向の高さがうかがえること

から、十分な志願者数を確保することができるものと見込まれる。 

８）法学部 法律学科 

進学意向に関するアンケート調査の結果、西南学院大学を「受験したいと思う」と回

答した６，３１２人のうち、西南学院大学に合格した場合、入学したい学科として法律

学科を第１希望と回答した者は７７６人、第２希望と回答した者は３９９人となって

おり、福岡県を中心とした九州各県および山口県内に所在する高等学校の２年生に限

定した調査結果においても、法律学科への進学意向の高さがうかがえることから、十分

な志願者数を確保することができるものと見込まれる。 

９）法学部 国際関係法学科 

進学意向に関するアンケート調査の結果、西南学院大学を「受験したいと思う」と回

答した６，３１２人のうち、西南学院大学に合格した場合、入学したい学科として国際

関係法学科を第１希望と回答した者は１２１人、第２希望と回答した者は３００人と

なっており、福岡県を中心とした九州各県および山口県内に所在する高等学校の２年

生に限定した調査結果においても、国際関係法学科への進学意向の高さがうかがえる

ことから、十分な志願者数を確保することができるものと見込まれる。 

１０）人間科学部 心理学科 

進学意向に関するアンケート調査の結果、西南学院大学を「受験したいと思う」と回

答した６，３１２人のうち、西南学院大学に合格した場合、入学したい学科として心理

学科を第１希望と回答した者は６４２人、第２希望と回答した者は６３９人となって
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おり、福岡県を中心とした九州各県および山口県内に所在する高等学校の２年生に限

定した調査結果においても、心理学科への進学意向の高さがうかがえることから、十分

な志願者数を確保することができるものと見込まれる。 

１１）国際文化学部 国際文化学科 

進学意向に関するアンケート調査の結果、西南学院大学を「受験したいと思う」と回

答した６，３１２人のうち、西南学院大学に合格した場合、入学したい学科として国際

文化学科を第１希望と回答した者は５３７人、第２希望と回答した者は４６８人とな

っており、福岡県を中心とした九州各県および山口県内に所在する高等学校の２年生

に限定した調査結果においても、国際文化学科への進学意向の高さがうかがえること

から、十分な志願者数を確保することができるものと見込まれる。 

② 学生確保に向けた具体的な取組状況 

学生確保に向けた具体的な取組状況としては、大学案内や学生募集用パンフレットの

配布をはじめ、高校生向けの一般広報紙媒体による広報活動の他、ホームページ等の電子

媒体など、多数のメディアを使用したＰＲ活動を行うとともに、過去において入学者の受

入れ実績のある高等学校を中心とする訪問活動などによる積極的な情報の提供を行うこ

ととしている。 

また、オープンキャンパスや高等学校における進路ガイダンスをはじめ各地域におけ

る進学相談会などの開催を通じて、各学部学科における学位授与方針・教育課程編成の方

針・入学者の受入方針をはじめとする様々な教育情報について、福岡県及び隣接県を中心

とする高校生や保護者、高等学校教諭に対して広く周知を図ることとしている。 

（２）人材需要の動向等社会の要請 

① 人材の養成に関する目的その他の教育研究上の目的（概要） 

１ 文学部 

文学部は、外国語（英語・フランス語）に関する語学的知識の修得や実践的運用能力の

養成を重視し、言語の本質や機能、英米やフランスの文学・文化・社会のあり方、人間関

係、等について豊かな識見を養うことによって、グローバルな視野に立って日本のみなら

ず世界で活躍できる人材の養成を目的とする。 

この目的のもとに、「英文学科」、「外国語学科英語専攻」、「外国語学科フランス語専攻」

を置き、異なった社会・思想・人間のあり方を多様な観点から総合的に理解しつつ自己認

識を深め、幅広い教養と高い見識、旺盛な知的好奇心、自発性と創造性、等を涵養するよ

う努める。 

１）英文学科 

英文学科は、英語、英米文学・文化の教育・研究を通して、実践的な英語運用能力、

広く深い教養と専門知識、豊かな感性と想像力、等を陶冶することに努め、グローバル

化した社会の要請に応じうる人材を養成することを目的とする。 

２）文学部 外国語学科 英語専攻 
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外国語学科英語専攻は、英語学・英語教育、コミュニケーション学、ビジネス英語、

言語文化を教育・研究の柱とし、実践的な英語運用能力の育成を図るとともに、英語と

文化や社会との関係を認識する能力を養い、英語の特性を科学的に分析する能力を涵

養し、その研究成果を教育に活かす能力を育成し、社会の発展に寄与する自発的で創造

性豊かな人材を養成することを目的とする。 

３）文学部 外国語学科 フランス語専攻 

外国語学科フランス語専攻は、実践的なフランス語運用能力の育成を基礎として、よ

り総合的で創造的なコミュニケーション能力の修得へと導きながら、言語を取り巻く

社会や文化のありようを理解し、自己と異なる他者を発見してこれと積極的に対話を

行ない、国際化・情報化する世界の中で知的行動力をもって活躍しうる人材を養成する

ことを目的とする。 

２ 商学部 

商学部は、建学の精神に基づいて、高い倫理観と深い思考力を備えたビジネス・パーソ

ンの育成を目的とする。具体的には、キリスト教学・商学・会計学・経営学・経営情報学

の分野における高度な学術理論の教育と研究を通じて、経済社会に生起する問題の本質

を正しく認識し、高度な倫理観に支えられた論理的な思考力をもって、新たな環境を積極

的に創造する志の高い人材を養成することで、広く社会への貢献を目指す。 

１）商学科 

商学科では、商学と会計学の分野における高度な学術理論の教育と研究を通じて、商

取引に関する正しい理解を深めさせる。モノとカネの効率的配分や円滑な流通を目的

とする商学と企業成果の計算・公表を目的とする会計学について教育することで、問題

設定能力とその解決能力を有するとともに、経済社会に柔軟に対応でき、かつ、高い倫

理観と高度な専門知識を身に付けた人材を養成することを目的とする。 

２）経営学科 

経営学科では、経営学と経営情報学の分野における高度な学術理論の教育と研究を通

じて、企業経営に関する正しい理解を深めさせる。現代の経済活動の重要な一翼を担っ

ている企業の経営について、思想・戦略・組織・ヒト・モノ・カネ・情報・国際・環境

などの観点から多面的に教育することで、高度な倫理観・理解力・構想力・表現力及び

対人関係形成能力を備えた優れた人材を養成することを目的とする。 

３ 経済学部 

経済学部の理念は、経済学の基本的知識と特有の思考法を基礎とした、現代社会を生き

抜く力の涵養であり、教育の目的は、社会における重要問題の所在を自ら発見し、それに

関して必要となる事項を自ら調べる能力、そして、その結果を簡潔かつ明瞭に報告し、さ

らに問題に的確に対処できる能力を身に付けさせることを基礎として、社会の変動を正

確に理解し、その展開過程に積極的に参画できる企業人、公務員その他の社会人を養成す

ることにある。 
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１）経済学科 

経済学科は、経済学の理論体系、実証分析、政策分析、経済の歴史的分析及び現実経

済の把握に関する諸分野の科目を有機的かつ総合的に教授し、日本と地域社会を中心

とした経済の仕組みの論理的構造と実態とを理解させるとともに、データを科学的に

分析し、先入観にとらわれない合理的結論を導き出す経済学的思考方法を鍛錬するこ

とによって、種々の経済社会問題に対する実践的解決法を見出す能力を有する人材を

養成することを目的とする。 

２）国際経済学科 

国際経済学科は、先入観にとらわれない合理的な経済学的思考方法の研鑽に加えて、

国際社会の変化と国際経済及びビジネスのグローバル化の諸現象と相互の関連性、並

びにそこから派生する諸問題の分析手法と対処方法立案の考え方を教授し、歴史・伝

統・習慣・文化・宗教等の異なる諸外国との交流に役立つ語学力を基礎とした幅広い国

際感覚を養成することによって、社会の国際化に寄与しうる人材を養成することを目

的とする。 

４ 法学部 

法学部は、法学及び政治学の専門学智を基礎に、多様な価値観の理解と、批判的思惟の

力を育み、変容する現代社会の秩序構成に寄与できる識見を養うことを目的とする。 

１）法律学科 

法律学科は、法学及び政治学の専門学智を修め、怜悧な識見を養うとともに、多様な

価値観への理解を促し、公共の精神の涵養に努め、変容する現代社会に対する批判的思

考力を育み、多方面にわたる社会活動に貢献できる人材を養成することを目的とする。 

２）国際関係法学科 

国際関係法学科は、社会の国際化に起因する諸現象を法的・政治的観点から学術的に

深く掘り下げて理解しうる識見を養い、普遍的な視野と共生の精神の涵養に努め、多様

な活動の場において国際共同社会の課題に取組み、異文化交流に貢献できる人材を養

成することを目的とする。 

５ 人間科学部 

人間科学部は、キリスト教主義による人間教育の理念に基づいて、幅広く高い教養と人

間に関する諸分野の学術的成果を習得させることによって、人間の生涯に亘る成長と発

達についての深い理解、他者を受容し共感する能力、ならびに地域社会、わが国と世界に

ついての主体的思考力と総合的な判断力をもった個人を育成するとともに、とりわけ教

育、保育、福祉、心理の各分野において優れた働き手として貢献しうる専門家を養成する

ことを目的とする。 

１）心理学科 

心理学科は、キリスト教主義による人間教育の理念に基づいて教育を行ない、心理学

の分野に関する専門的知識と技能の習得を通じて、様々な事態において人の心を科学
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的に調査および分析できる専門的な知識技術をもつ人材を養成するとともに、人間関

係調整能力等をもち、応用力を備えた人材を育成し、グローバルな視点から社会に貢献

しうる人材を養成することを目的とする。 

６ 国際文化学部 

国際文化学部は、人類が今までに生み出し発展させてきた古今東西の文化を、地域文化、

比較文化及び表象文化の視点から歴史的・総合的に捉え、地域と世界、文化と芸術に関す

る専門的知識と国際的かつグローバルな視野を持つことによって、地域社会及び国際社

会に貢献し、現代世界において活躍する職業人及び文化の継承・発展と新たな文化の創造

をなしうる学者・芸術家などの人材を養成することを目的とする。 

② 上記①が社会的、地域的な人材需要の動向等を踏まえたものであることの客観的な根拠【資料１１】 

 １ 最近５年間の求人件数の状況  

本学における最近５年間の求人件数の実績は、平成２３年度は就職希望者１，３９４人

に対して求人件数２，４８６件で求人倍率は１．７８倍、平成２４年度は就職希望者１，

３５７人に対して求人件数２，７８０件で求人倍率は２．０５倍、平成２５年度は就職希

望者１，４３９人に対して求人件数３，０４５件で求人倍率は２．１２倍、平成２６年度

は就職希望者１，４４７人に対して求人件数３，１９７件で求人倍率は２．２１倍、平成

２７年度は就職希望者１，６６４人に対して求人件数３，２２８件で求人倍率は１．９４

倍となっている。 

このように、昨今の就職難の状況下でも大きな影響を受けることなく、多数の求人件数

を得ていることは、本学における人材の養成に関する目的その他の教育研究上の目的が、

人材需要の動向等社会の要請を踏まえたものであることを示しているものであり、収容

定員を増加した場合でも、就職先の確保については十分に見込めるものである。 

２ 最近５年間の就職者数の状況 

収容定員変更を計画している学部・学科等の最近５年間の就職希望者数に対する就職

者数の実績は、以下の通り、昨今の就職難の状況下においても大きな影響を受けることな

く、高い就職率で推移しており、このことは、本学における人材の養成に関する目的その

他の教育研究上の目的が、人材需要の動向等社会の要請を踏まえたものであることの裏

付けとなるものであり、収容定員を増加した場合でも、卒業後の進路については十分に見

込めるものである。 

１）文学部 英文学科 

英文学科の最近５年間の就職率（就職希望者数に対する就職者数）は、平成２３年度

は９０．５％（就職者数７６人／就職希望者８４人）、平成２４年度は９４．７％（就

職者数８９人／就職希望者９４人）、平成２５年度は９７．７％（就職者数８６人／就

職希望者８８人）、平成２６年度は９８．７％（就職者数７６人／就職希望者７７人）、

平成２７年度は９４．７％（就職者数９０人／就職希望者９５人）と高い就職率を示し

ている。 
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２）文学部 外国語学科 英語専攻 

外国語学科英語専攻の最近５年間の就職率（就職希望者数に対する就職者数）は、平

成２３年度は８６．９％（就職者数７３人／就職希望者８４人）、平成２４年度は９７．

７％（就職者数８６人／就職希望者８８人）、平成２５年度は９４．４％（就職者数８

５人／就職希望者９０人）、平成２６年度は９６．７％（就職者数８７人／就職希望者

９０人）、平成２７年度は９４．５％（就職者数８６人／就職希望者９１人）と高い就

職率を示している。 

３）文学部 外国語学科 フランス語専攻 

外国語学科フランス語専攻の最近５年間の就職率（就職希望者数に対する就職者数）

は、平成２３年度は８１．６％（就職者数４０人／就職希望者４９人）、平成２４年度

は９０．９％（就職者数３０人／就職希望者３３人）、平成２５年度は９２．３％（就

職者数３６人／就職希望者３９人）、平成２６年度は１００．０％（就職者数４７人／

就職希望者４７人）、平成２７年度は９１．５％（就職者数４３人／就職希望者４７人）

と高い就職率を示している。 

   ４）商学部 商学科 

商学科の最近５年間の就職率（就職希望者数に対する就職者数）は、平成２３年度は

９０．４％（就職者数１２２人／就職希望者１３５人）、平成２４年度は９４．５％（就

職者数１２１人／就職希望者１２８人）、平成２５年度は９４．６％（就職者数１４１

人／就職希望者１４９人）、平成２６年度は９７．８％（就職者数１３１人／就職希望

者１３４人）、平成２７年度は１００．０％（就職者数１５４人／就職希望者１５４人）

と高い就職率を示している。 

   ５）商学部 経営学科 

経営学科の最近５年間の就職率（就職希望者数に対する就職者数）は、平成２３年度

は９４．３％（就職者数１３２人／就職希望者１４０人）、平成２４年度は９６．２％

（就職者数１２５人／就職希望者１３０人）、平成２５年度は９４．４％（就職者数１

３４人／就職希望者１４２人）、平成２６年度は９８．７％（就職者数１５４人／就職

希望者１５６人）、平成２７年度は９６．８％（就職者数１５３人／就職希望者１５８

人）と高い就職率を示している。 

 ６）経済学部 経済学科 

経済学科の最近５年間の就職率（就職希望者数に対する就職者数）は、平成２３年度

は９０．３％（就職者数１６７人／就職希望者１８５人）、平成２４年度は９４．８％

（就職者数１６５人／就職希望者１７４人）、平成２５年度は９４．１％（就職者数１

７７人／就職希望者１８８人）、平成２６年度は９８．２％（就職者数１６５人／就職

希望者１６８人）、平成２７年度は９５．７％（就職者数２０１人／就職希望者２１０

人と高い就職率を示している。 

 ７）経済学部 国際経済学科 
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国際経済学科の最近５年間の就職率（就職希望者数に対する就職者数）は、平成２３

年度は８８．５％（就職者数７７人／就職希望者８７人）、平成２４年度は９５．７％

（就職者数９０人／就職希望者９４人）、平成２５年度は９７．７％（就職者数８６人

／就職希望者８８人）、平成２６年度は９８．９％（就職者数９２人／就職希望者９３

人）、平成２７年度は１００．０％（就職者数７８人／就職希望者７８人）と高い就職

率を示している。 

８）法学部 法律学科 

法律学科の最近５年間の就職率（就職希望者数に対する就職者数）は、平成２３年度

は８７．７％（就職者数１９９人／就職希望者２２７人）、平成２４年度は８４．０％

（就職者数１６８人／就職希望者２００人）、平成２５年度は９５．２％（就職者数１

９８人／就職希望者２０８人）、平成２６年度は９７．５％（就職者数２３４人／就職

希望者２４０人）、平成２７年度は９３．３％（就職者数２６６人／就職希望者２８５

人）と高い就職率を示している。 

９）法学部 国際関係法学科 

国際関係法学科の最近５年間の就職率（就職希望者数に対する就職者数）は、平成２

３年度は８４．１％（就職者数５８人／就職希望者６９人）、平成２４年度は８４．９％

（就職者数４５人／就職希望者５３人）、平成２５年度は８８．７％（就職者数５５人

／就職希望者６２人）、平成２６年度は９８．７％（就職者数７５人／就職希望者７６

人）、平成２７年度は９３．５％（就職者数７２人／就職希望者７７人）と高い就職率

を示している。 

１０）人間科学部 心理学科 

心理学科は、平成２４年４月に開設しており、平成２８年３月に初めての卒業生を輩

出したところであるが、平成２７年度の就職率（就職希望者数に対する就職者数）は９

５．８％（就職者数９１人／就職希望者９５人）と高い就職率を示している。また、平

成２８年度卒業生の大学院進学率は９.６％（１１名）であり、平成２９年度から公認

心理師国家資格のカリキュラムが制定されることにより、大学院進学希望者はさらに

増加すると考えられる。 

１１）国際文化学部 国際文化学科 

国際文化学科の最近５年間の就職率（就職希望者数に対する就職者数）は、平成２３

年度は８８．２％（就職者数１１２人／就職希望者１２７人）、平成２４年度は８９．

８％（就職者数１１４人／就職希望者１２７人）、平成２５年度は９５．１％（就職者

数１５６人／就職希望者１６４人）、平成２６年度は９４．３％（就職者数１００人／

就職希望者１０６人）、平成２７年度は９４．０％（就職者数１４０人／就職希望者１

４９人）と高い就職率を示している。 

３ 専門の調査機関等による企業、関係団体等への採用意向調査 【資料１２】 

今般の収容定員の変更計画は、本学の求人状況や就職状況などを踏まえたうえで計画
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していることから、十分な卒業後の進路が見込めるものであるが、収容定員変更の計画を

策定するうえで、本学の人材の養成に関する目的その他の教育研究上の目的が、人材需要

の動向等社会の要請を踏まえたものであることを客観的根拠となるデータから検証する

ことを目的として、企業や関係団体等を対象として、本学の卒業生に対する人材需要に関

するアンケート調査を実施した。 

１）文学部 英文学科 

英文学科を卒業した者に対する採用意向については、調査票回収件数４３５件の約７

１．０％にあたる３０９社が「採用したいと思う」と回答している。 

また、「採用したいと思う」と回答した企業や関係団体等のうち７７社が採用可能人

数を示しており、その採用可能人数を合わせると１１９人の採用が見込まれる結果と

なっている。 

さらに、「採用したいと思う」と回答した企業や関係団体等のうち採用可能人数を未

定としている２２７社の採用可能人数を１人としてカウントした場合、全体で３４６

人の採用が見込まれる結果となっている。 

２）文学部 外国語学科 英語専攻 

外国語学科英語専攻を卒業した者に対する採用意向については、調査票回収件数４３

５件の約７２．２％にあたる３１４社が「採用したいと思う」と回答している。 

また、「採用したいと思う」と回答した企業や関係団体等のうち８０社が採用可能人

数を示しており、その採用可能人数を合わせると１２７人の採用が見込まれる結果と

なっている。 

さらに、「採用したいと思う」と回答した企業や関係団体等のうち採用可能人数を未

定としている２２７社の採用可能人数を１人としてカウントした場合、全体で３５４

人の採用が見込まれる結果となっている。 

３）文学部 外国語学科 フランス語専攻 

外国語学科フランス語専攻を卒業した者に対する採用意向については、調査票回収件

数４３５件の約５７．２％にあたる２４９社が「採用したいと思う」と回答している。 

また、「採用したいと思う」と回答した企業や関係団体等のうち４９社が採用可能人

数を示しており、その採用可能人数を合わせると７３人の採用が見込まれる結果とな

っている。 

さらに、「採用したいと思う」と回答した企業や関係団体等のうち採用可能人数を未

定としている１９４社の採用可能人数を１人としてカウントした場合、全体で２６７

人の採用が見込まれる結果となっている。 

４）商学部 商学科 

商学科を卒業した者に対する採用意向については、調査票回収件数４３５件の約８

９．９％にあたる３９１社が「採用したいと思う」と回答している。 

また、「採用したいと思う」と回答した企業や関係団体等のうち１１８社が採用可能
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人数を示しており、その採用可能人数を合わせると２０２人の採用が見込まれる結果

となっている。 

さらに、「採用したいと思う」と回答した企業や関係団体等のうち採用可能人数を未

定としている２６７社の採用可能人数を１人としてカウントした場合、全体で４６９

人の採用が見込まれる結果となっている。 

５）商学部 経営学科 

経営学科を卒業した者に対する採用意向については、調査票回収件数４３５件の約８

８．３％にあたる３８４社が「採用したいと思う」と回答している。 

また、「採用したいと思う」と回答した企業や関係団体等のうち１２２社が採用可能

人数を示しており、その採用可能人数を合わせると２１７人の採用が見込まれる結果

となっている。 

さらに、「採用したいと思う」と回答した企業や関係団体等のうち採用可能人数を未

定としている２５７社の採用可能人数を１人としてカウントした場合、全体で４７４

人の採用が見込まれる結果となっている。 

６）経済学部 経済学科 

経済学科を卒業した者に対する採用意向については、調査票回収件数４３５件の約８

８．７％にあたる３８６社が「採用したいと思う」と回答している。 

また、「採用したいと思う」と回答した企業や関係団体等のうち１１９社が採用可能

人数を示しており、その採用可能人数を合わせると２１２人の採用が見込まれる結果

となっている。 

さらに、「採用したいと思う」と回答した企業や関係団体等のうち採用可能人数を未

定としている２６０社の採用可能人数を１人としてカウントした場合、全体で４７２

人の採用が見込まれる結果となっている。 

７）経済学部 国際経済学科 

国際経済学科を卒業した者に対する採用意向については、調査票回収件数４３５件の

約８１．４％にあたる３５４社が「採用したいと思う」と回答している。 

また、「採用したいと思う」と回答した企業や関係団体等のうち１０１社が採用可能

人数を示しており、その採用可能人数を合わせると１７５人の採用が見込まれる結果

となっている。 

さらに、「採用したいと思う」と回答した企業や関係団体等のうち採用可能人数を未

定としている２４５社の採用可能人数を１人としてカウントした場合、全体で４２０

人の採用が見込まれる結果となっている。 

８）法学部 法律学科 

法律学科を卒業した者に対する採用意向については、調査票回収件数４３５件の約７

９．８％にあたる３４７社が「採用したいと思う」と回答している。 

また、「採用したいと思う」と回答した企業や関係団体等のうち９９社が採用可能人



 

17 
 

数を示しており、その採用可能人数を合わせると１３７人の採用が見込まれる結果と

なっている。 

さらに、「採用したいと思う」と回答した企業や関係団体等のうち採用可能人数を未

定としている２４２社の採用可能人数を１人としてカウントした場合、全体で３７９

人の採用が見込まれる結果となっている。 

９）法学部 国際関係法学科 

国際関係法学科を卒業した者に対する採用意向については、調査票回収件数４３５件

の約７１．７％にあたる３１２社が「採用したいと思う」と回答している。 

また、「採用したいと思う」と回答した企業や関係団体等のうち７６社が採用可能人

数を示しており、その採用可能人数を合わせると１１１人の採用が見込まれる結果と

なっている。 

さらに、「採用したいと思う」と回答した企業や関係団体等のうち採用可能人数を未

定としている２３１社の採用可能人数を１人としてカウントした場合、全体で３４２

人の採用が見込まれる結果となっている。 

１０）人間科学部 心理学科 

心理学科を卒業した者に対する採用意向については、調査票回収件数４３５件の約６

７．６％にあたる２９４社が「採用したいと思う」と回答している。 

また、「採用したいと思う」と回答した企業や関係団体等のうち６９社が採用可能人

数を示しており、その採用可能人数を合わせると９９人の採用が見込まれる結果とな

っている。 

さらに、「採用したいと思う」と回答した企業や関係団体等のうち採用可能人数を未

定としている２１８社の採用可能人数を１人としてカウントした場合、全体で３１７

人の採用が見込まれる結果となっている。 

１１）国際文化学部 国際文化学科 

国際文化学科を卒業した者に対する採用意向については、調査票回収件数４３５件の

約７０．１％にあたる３０５社が「採用したいと思う」と回答している。 

また、「採用したいと思う」と回答した企業や関係団体等のうち６９社が採用可能人

数を示しており、その採用可能人数を合わせると１０５人の採用が見込まれる結果と

なっている。 

さらに、「採用したいと思う」と回答した企業や関係団体等のうち採用可能人数を未

定としている２２８社の採用可能人数を１人としてカウントした場合、全体で３３３

人の採用が見込まれる結果となっている。 

なお、本調査による企業や関係団体等の過去３年間の平均的な正規社員の採用人数を

合計すると１４，４１５人となり、この採用総数を本学の卒業生に対する採用意向に照ら

してみた場合、「採用したいと思う」と回答した企業の採用総数は１０，９８４人となる

ことから、卒業後の進路については十分な見込みがあるものと考える。 
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このような限定した企業や関係団体等への調査結果においても、本学で学んだ卒業生

への採用意向の高さがうかがえることから、卒業後の進路は十分に見込めるものである。 
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【資料８】

区　分 項　目 平成28年度 平成27年度 平成26年度 平成25年度 平成24年度 5ヶ年平均

神学部 入学定員 10 10 10 10 10 10

　神学科 志願者数 83 82 93 105 62 85

受験者数 81 82 90 102 62 83.4

合格者数 31 26 27 24 36 28.8

入学者数 11 10 7 5 16 9.8

志願倍率 8.3 8.2 9.3 10.5 6.2 8.5

実質倍率 2.61 3.15 3.33 4.25 1.72 3.01

充 足 率 1.1 1 0.7 0.5 1.6 0.98

文学部 入学定員 100 100 100 100 100 100

英文学科 志願者数 1423 1218 1255 1284 1106 1257.2

受験者数 1409 1197 1282 1268 1087 1248.6

合格者数 443 413 414 423 434 425.4

入学者数 114 107 113 120 123 115.4

志願倍率 14.23 12.18 12.55 12.84 11.06 12.57
(定員増120人) (11.86) (10.15) (10.46) (10.7) (9.22) (10.48)

実質倍率 3.18 2.9 3.1 3 2.5 2.94

充 足 率 1.14 1.07 1.13 1.2 1.23 1.15

文学部 入学定員 100 100 100 100 100 100

外国語学科 志願者数 1305 1273 1319 1427 1284 1321.6

英語専攻 受験者数 1298 1259 1305 1420 1267 1309.8

合格者数 355 352 336 318 333 338.8

入学者数 116 107 109 121 112 113

志願倍率 13.05 12.73 13.19 14.27 12.84 13.22
(定員増120人) (10.88) (10.61) (10.99) (11.89) (10.7) (11.01)

実質倍率 3.66 3.58 3.88 4.47 3.8 3.88

充 足 率 1.16 1.07 1.09 1.21 1.12 1.13

文学部 入学定員 50 50 50 50 50 50

外国語学科 志願者数 589 636 571 695 462 590.6

フランス語専攻 受験者数 586 627 559 693 454 583.8

合格者数 196 218 231 227 197 213.8

入学者数 55 67 63 56 57 59.6

志願倍率 11.78 12.72 11.42 13.9 9.24 11.81
(定員増60人) (9.82) (10.6) (9.52) (11.58) (7.7) (9.84)

実質倍率 2.99 2.88 2.42 3.05 2.3 2.73

充 足 率 1.1 1.34 1.26 1.12 1.14 1.19

商学部 入学定員 150 150 150 150 150 150

　商学科 志願者数 2868 2313 2285 2425 2391 2456.4

受験者数 2836 2293 2266 2395 2362 2430.4

合格者数 668 693 626 636 658 656.2

入学者数 172 186 162 186 167 174.6

志願倍率 19.12 15.42 15.23 16.17 15.94 16.38
(定員増180人) (15.93) (12.85) (12.69) (13.47) (13.28) (13.65)

実質倍率 4.25 3.31 3.62 3.77 3.59 3.71

充 足 率 1.15 1.24 1.08 1.24 1.11 1.16

最近５年間の志願者数等の状況

1



区　分 項　目 平成28年度 平成27年度 平成26年度 平成25年度 平成24年度 5ヶ年平均

最近５年間の志願者数等の状況

商学部 入学定員 150 150 150 150 150 150

　経営学科 志願者数 2211 1547 1855 1895 2225 1880.5

受験者数 2188 1528 1841 1866 2207 1860.5

合格者数 603 608 507 525 550 547.5

入学者数 186 185 145 184 162 169

志願倍率 14.74 10.31 12.37 12.63 14.83 12.54
(定員増180人) (12.28) (8.59) (10.31) (10.53) (12.36) (10.45)

実質倍率 3.63 2.51 3.63 3.55 4.01 3.47

充 足 率 1.24 1.23 0.97 1.23 1.08 1.13

経済学部 入学定員 200 200 200 200 200 200

　経済学科 志願者数 2931 2330 2555 2632 2509 2506.5

受験者数 2907 2304 2529 2592 2486 2477.75

合格者数 930 968 899 919 943 932.25

入学者数 243 257 216 222 243 234.5

志願倍率 14.66 11.65 12.78 13.16 12.55 12.53
(定員増240人) (12.21) (9.71) (10.65) (10.97) (10.45) (10.44)

実質倍率 3.13 2.38 2.81 2.82 2.64 2.76

充 足 率 1.22 1.29 1.08 1.11 1.22 1.17

経済学部 入学定員 100 100 100 100 100 100

　国際経済学科 志願者数 1495 1447 1499 1506 1355 1451.75

受験者数 1488 1440 1491 1498 1340 1442.25

合格者数 450 471 497 515 482 491.25

入学者数 122 98 132 122 100 113

志願倍率 14.95 14.47 14.99 15.06 13.55 14.52
(定員増120人) (12.46) (12.06) (12.49) (12.55) (11.29) (12.1)

実質倍率 3.31 3.06 3 2.91 2.78 3.01

充 足 率 1.22 0.98 1.32 1.22 1 1.13

法学部 入学定員 270 270 270 270 270 270

　法律学科 志願者数 2667 2240 2108 2572 2009 2232.25

受験者数 2597 2171 2059 2500 1951 2170.25

合格者数 976 934 911 920 939 926

入学者数 321 328 292 317 324 315.25

志願倍率 9.88 8.3 7.81 9.53 7.44 8.27
(定員増315人) (8.47) (7.11) (6.69) (8.17) (6.38) (7.09)

実質倍率 2.66 2.32 2.26 2.72 2.08 2.41

充 足 率 1.19 1.21 1.08 1.17 1.2 1.17

法学部 入学定員 80 80 80 80 80 80

　国際関係法学科 志願者数 1001 605 516 486 571 544.5

受験者数 963 581 491 469 553 523.5

合格者数 314 259 232 219 234 236

入学者数 78 92 97 96 88 93.25

志願倍率 12.51 7.56 6.45 6.08 7.14 6.81
(定員増95人) (10.54) (6.37) (5.43) (5.12) (6.01) (5.73)

実質倍率 3.07 2.24 2.12 2.14 2.36 2.39

充 足 率 0.98 1.15 1.21 1.2 1.1 1.17
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区　分 項　目 平成28年度 平成27年度 平成26年度 平成25年度 平成24年度 5ヶ年平均

最近５年間の志願者数等の状況

人間科学部 入学定員 100 100 100 100 100 100

　児童教育学科 志願者数 1533 1330 1646 1769 1649 1598.5

受験者数 1500 1298 1598 1734 1601 1557.75

合格者数 435 436 378 440 468 430.5

入学者数 123 118 99 128 113 114.5

志願倍率 15.33 13.3 16.46 17.69 16.49 15.99

実質倍率 3.45 2.98 4.23 3.94 3.42 3.6

充 足 率 1.23 1.18 0.99 1.28 1.13 1.15

人間科学部 入学定員 110 110 110 110 110 110

　社会福祉学科 志願者数 1254 1338 1464 1558 1760 1530

受験者数 1246 1327 1440 1545 1744 1514

合格者数 470 485 433 542 495 488.75

入学者数 124 143 110 170 115 134.5

志願倍率 11.4 12.16 13.31 14.16 16 13.91

実質倍率 2.65 2.74 3.33 2.85 3.52 3.02

充 足 率 1.13 1.3 1 1.55 1.05 1.22

人間科学学科 入学定員 100 100 100 100 100 100

　心理学科 志願者数 1265 1172 1145 1437 1033 1196.75

受験者数 1218 1133 1111 1384 1022 1162.5

合格者数 453 411 421 371 328 382.75

入学者数 118 108 125 87 137 114.25

志願倍率 12.65 11.72 11.45 14.37 10.33 11.97
(定員増120人) (10.54) (9.77) (9.54) (11.98) (8.61) (9.97)

実質倍率 2.69 2.76 2.64 3.73 3.12 2.99

充 足 率 1.18 1.08 1.25 0.87 1.37 1.14

国際文化学部 入学定員 150 150 150 150 150 150

　国際文化学科 志願者数 2005 2119 2154 1986 2176 2108.75

受験者数 1988 2103 2143 1971 2153 2092.5

合格者数 600 592 585 657 626 615

入学者数 196 167 161 206 172 176.5

志願倍率 13.37 14.13 14.36 13.24 14.51 14.06
(定員増180人) (11.14) (11.77) (11.97) (11.03) (12.09) (11.72)

実質倍率 3.31 3.55 3.66 3 3.44 3.39

充 足 率 1.31 1.11 1.07 1.37 1.15 1.18
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１（書類等の題名） 
  学生の確保の見通し等を記載した書類 
 【資料 9-①】福岡県年齢（各歳）別人口（５～６ページ） 
 【資料 9-②】福岡県高等学校の生徒数（７～８ページ） 
 【資料 9-③】福岡県中学校の学校数、生徒数及び教職員数（９～１２ページ） 
 【資料 9-④】福岡県高等学校の進路別卒業者の推移（１３～１４ページ） 
 
２（出典） 
 福岡県企画・地域振興部調査統計課 
 
３（引用範囲） 
 【資料 9-①】・・人口調査 第 2 表 市区町村別・年齢別人口等（平成 27 年 7 月 1 日現

在）統計表 01 県計 
http://www.pref.fukuoka.lg.jp/dataweb/07-2015jinkouidou-2hyou.html 
 
 【資料 9-②】・・平成 27 年度学校基本調査 第 6 表 市郡別高等学校の学校数、生徒数

及び教職員数 
 【資料 9-③】・・平成 27 年度学校基本調査 第 5 表 市区町村別中学校の学校数、学級

数、生徒数及び教職員数 
 【資料 9-④】・・平成 27 年度学校基本調査 第 13 表 高等学校の進路別卒業者の推移 
http://www.pref.fukuoka.lg.jp/dataweb/search-1021-2015.html 
 
４（その他の説明） 
 題名と引用元を記入し所要箇所を枠で囲んだ。 



最近5年間の都道府県別進学状況（平成２８年度）

志願者 入学者 志願者 入学者 志願者 入学者 志願者 入学者 志願者 入学者 志願者 入学者 志願者 入学者 志願者 入学者 志願者 入学者 志願者 入学者 志願者 入学者 志願者 入学者 志願者 入学者 志願者 入学者 志願者 入学者

北海道 1 1 2 3 1 8 0

青森県 0 0

岩手県 1 2 1 4 0

宮城県 1 1 0

秋田県 0 0

山形県 1 1 0

福島県 0 0

北海道・東北 0 0 1 0 0 0 1 0 2 0 2 0 3 0 0 0 0 0 1 0 2 0 1 0 0 0 1 0 14 0

茨城県 5 1 5 1

栃木県 1 1 1 3 0

群馬県 0 0

埼玉県 2 1 3 0

千葉県 2 1 2 5 0

東京都 1 2 2 2 1 3 1 11 1

神奈川県 3 2 1 6 0

関東 0 0 1 0 3 0 2 0 2 0 0 0 4 0 1 0 3 0 2 0 7 2 4 0 2 0 2 0 33 2

新潟県 1 1 4 6 0

富山県 0 0

石川県 1 3 4 0

福井県 0 0

山梨県 2 1 2 2 1 1 1 10 0

長野県 0 0

北陸・甲信越 2 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 0 2 0 1 0 2 0 8 0 0 0 20 0

岐阜県 1 1 0

静岡県 1 1 3 5 1 1 2 4 1 16 3

愛知県 1 1 3 1 1 3 2 12 0

三重県 2 2 4 0

東海 1 0 0 0 0 0 2 0 1 0 1 1 3 0 0 0 8 0 5 1 0 0 3 0 7 1 2 0 33 3

滋賀県 1 1 0

京都府 3 3 0

大阪府 1 1 1 5 3 4 1 3 2 1 1 1 3 1 1 1 27 3

兵庫県 3 2 1 1 1 8 0

奈良県 0 0

和歌山県 2 1 3 0

近畿 0 0 1 0 1 0 1 0 10 0 5 0 6 1 3 0 6 1 2 0 2 0 3 1 1 0 1 0 42 3

鳥取県 1 1 0

島根県 1 1 3 2 1 8 0

岡山県 1 6 4 2 2 1 5 6 1 8 2 37 1

広島県 2 13 12 7 2 17 1 11 1 17 1 5 19 3 8 21 3 6 13 3 18 1 169 15

山口県 2 43 5 38 2 14 85 5 74 6 134 12 48 5 112 13 17 91 8 49 5 62 7 62 2 831 70

中国 5 0 57 5 50 2 21 2 108 6 90 7 153 13 56 5 135 16 25 0 119 11 62 6 83 10 82 3 1046 86

徳島県 0 0

香川県 5 1 1 1 4 1 1 13 1

愛媛県 1 1 1 3 1 5 1 2 6 1 2 1 3 25 3

高知県 1 1 0

四国 0 0 1 0 1 0 0 0 6 0 3 1 6 1 2 0 8 1 1 0 4 1 2 0 1 0 4 0 39 4 志願者 入学者

福岡県 53 6 1093 87 993 97 472 38 2332 138 1724 150 2036 162 1182 89 1919 241 784 62 984 86 994 95 948 98 1554 159 17068 1508 77559 7350

佐賀県 2 82 7 86 9 26 3 111 7 103 5 183 25 56 3 107 10 34 4 111 4 36 6 42 1 103 7 1082 91

長崎県 6 1 38 3 32 4 53 3 52 4 125 7 41 7 88 7 19 2 58 2 26 3 40 5 51 1 633 45

熊本県 10 2 65 3 74 4 31 4 121 8 105 4 198 16 64 3 202 22 63 3 130 7 58 9 55 1 112 12 1288 98

大分県 26 3 25 2 6 3 50 4 57 9 96 10 35 4 59 7 19 1 53 6 14 2 14 29 6 483 57

宮崎県 23 2 17 10 2 28 1 17 2 53 3 21 2 45 8 11 2 27 1 18 30 25 5 325 28

鹿児島県 2 1 32 4 22 2 14 3 39 3 50 2 60 5 30 9 83 8 33 3 33 3 28 2 33 2 39 3 498 50

沖縄県 2 1 2 5 2 2 1 5 3 1 2 3 1 26 4

福岡以外の九州 22 5 268 22 256 17 91 15 407 28 386 27 720 66 250 28 585 62 179 15 414 23 183 22 215 9 359 34 4335 373 志願者 入学者

合計 83 11 1423 114 1305 116 590 55 2868 172 2211 186 2931 243 1494 122 2667 321 1001 78 1533 123 1254 124 1265 118 2005 196 22630 1979 105146 9731

商学科
都道府県名

神学科 英文学科 英語専攻 フランス語専攻

志願者・入学者
累計（2012-2016）

経営学科 経済学科 国際経済学科 法律学科 国際関係法学科 児童教育学科 社会福祉学科 心理学科 国際文化学科 合計

福岡県内高校卒業者
累計（2012-2016）

【
資
料
９
－
⑤
】

1
5



最近5年間の都道府県別進学状況（平成２７年度）

志願者 入学者 志願者 入学者 志願者 入学者 志願者 入学者 志願者 入学者 志願者 入学者 志願者 入学者 志願者 入学者 志願者 入学者 志願者 入学者 志願者 入学者 志願者 入学者 志願者 入学者 志願者 入学者 志願者 入学者

北海道 1 2 2 2 1 8 0

青森県 0 0

岩手県 0 0

宮城県 0 0

秋田県 0 0

山形県 1 4 1 5 1

福島県 0 0

北海道・東北 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 2 0 2 0 0 0 2 0 0 0 1 0 4 1 13 1

茨城県 0 0

栃木県 1 1 2 1 4 1

群馬県 0 0

埼玉県 2 1 1 2 2 7 1

千葉県 1 2 4 1 1 3 2 2 5 21 0

東京都 1 7 4 4 3 2 3 2 1 1 5 2 4 1 39 1

神奈川県 2 2 1 2 2 1 2 2 3 1 2 1 19 2

関東 2 0 2 0 9 0 4 0 13 1 6 0 6 0 8 0 8 1 2 0 5 0 12 0 5 1 8 2 90 5

新潟県 2 2 0

富山県 0 0

石川県 0 0

福井県 0 0

山梨県 0 0

長野県 1 1 2 0

北陸・甲信越 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 0 0 0 0 0 1 0 4 0

岐阜県 1 1 2 1 1 1 7 0

静岡県 1 1 2 2 6 0

愛知県 1 1 2 1 3 1 6 15 0

三重県 0 0

東海 0 0 1 0 0 0 0 0 2 0 2 0 5 0 3 0 1 0 1 0 0 0 4 0 1 0 8 0 28 0

滋賀県 0 0

京都府 1 1 1 2 1 1 7 0

大阪府 1 1 2 0

兵庫県 1 1 3 1 1 2 2 1 7 17 2

奈良県 2 2 0

和歌山県 2 2 4 0

近畿 1 0 5 1 6 1 0 0 3 0 3 0 2 0 1 0 2 0 0 0 7 0 0 0 0 0 2 0 32 2

鳥取県 2 1 1 3 1

島根県 1 1 1 1 3 2 1 8 2

岡山県 1 1 1 1 1 1 2 1 4 1 12 2

広島県 1 7 10 1 16 18 1 21 1 19 1 17 1 7 4 5 15 1 9 150 5

山口県 2 49 2 39 1 10 1 65 4 43 5 115 4 42 3 105 9 12 2 97 7 33 3 32 2 66 4 710 47

中国 4 1 56 2 50 1 11 1 82 4 62 6 140 5 61 4 124 12 20 2 106 7 41 4 47 3 79 5 883 57

徳島県 1 1 0

香川県 4 3 1 6 2 3 7 25 1

愛媛県 4 9 2 5 5 1 6 1 3 32 4

高知県 2 1 1 1 4 1

四国 0 0 0 0 4 0 0 0 0 0 4 0 14 4 12 0 6 1 0 0 3 0 6 1 3 0 10 0 62 6

福岡県 63 5 894 86 918 86 520 54 1917 151 1207 131 1653 187 1123 70 1623 251 488 75 822 77 1066 115 894 84 1624 121 14812 1493

佐賀県 2 1 77 3 78 6 27 5 100 8 62 12 123 18 67 5 82 14 31 4 107 10 51 5 53 5 117 9 977 105

長崎県 5 18 34 1 5 33 4 33 3 78 15 28 1 61 2 10 1 43 4 28 5 23 1 38 9 437 46

熊本県 4 3 57 6 62 6 29 3 70 6 98 17 130 13 65 11 165 20 39 6 105 8 55 6 61 5 131 9 1071 119

大分県 57 4 39 11 33 3 27 6 87 6 35 3 72 10 6 1 48 5 29 3 36 2 33 3 513 46

宮崎県 10 1 21 1 6 2 22 2 18 7 36 3 13 2 30 7 2 1 23 4 17 2 11 23 4 232 36

鹿児島県 1 40 4 47 4 22 1 36 6 23 3 54 6 28 2 59 9 6 2 56 3 29 2 33 7 40 4 474 53

沖縄県 1 3 1 1 1 2 1 2 1 1 5 1 1 4 1 22 4

福岡以外の九州 12 4 260 18 284 19 101 12 296 30 263 48 509 61 237 24 474 63 94 15 383 34 209 23 221 20 383 38 3726 409

合計 82 10 1218 107 1273 107 636 67 2313 186 1547 185 2330 257 1447 98 2240 328 605 92 1330 118 1338 143 1172 108 2119 167 19650 1973

合計
都道府県名

神学科 英文学科 英語専攻 フランス語専攻 商学科 経営学科 経済学科 国際経済学科 法律学科 国際関係法学科 児童教育学科 社会福祉学科 心理学科 国際文化学科

1
6



最近5年間の都道府県別進学状況（平成２６年度）

志願者 入学者 志願者 入学者 志願者 入学者 志願者 入学者 志願者 入学者 志願者 入学者 志願者 入学者 志願者 入学者 志願者 入学者 志願者 入学者 志願者 入学者 志願者 入学者 志願者 入学者 志願者 入学者 志願者 入学者

北海道 1 1 1 1 1 5 0

青森県 0 0

岩手県 0 0

宮城県 1 1 1 2 5 0

秋田県 0 0

山形県 1 1 3 5 0

福島県 0 0

北海道・東北 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 2 0 1 0 0 0 0 0 2 0 1 0 2 0 6 0 15 0

茨城県 1 1 1 3 0

栃木県 1 1 2 2 2 1 9 0

群馬県 0 0

埼玉県 0 0

千葉県 1 3 5 9 0

東京都 1 3 1 1 2 1 2 1 1 1 3 16 1

神奈川県 1 1 1 1 3 1

関東 2 1 4 1 2 0 2 0 1 0 4 0 0 0 4 0 1 0 3 0 5 0 7 0 1 0 4 0 40 2

新潟県 1 1 0

富山県 1 1 0

石川県 5 1 1 1 7 1

福井県 0 0

山梨県 1 1 0

長野県 0 0

北陸・甲信越 0 0 0 0 0 0 5 0 0 0 0 0 1 1 0 0 1 0 0 0 2 0 0 0 1 0 0 0 10 1

岐阜県 3 3 0

静岡県 1 1 2 0

愛知県 2 3 1 1 1 8 0

三重県 3 2 5 0

東海 2 0 0 0 0 0 0 0 4 0 3 0 3 0 1 0 1 0 0 0 3 0 0 0 0 0 1 0 18 0

滋賀県 1 1 0

京都府 1 1 1 1 4 0

大阪府 2 1 1 2 6 0

兵庫県 2 1 1 1 1 6 0

奈良県 0 0

和歌山県 5 2 2 9 0

近畿 1 0 7 0 3 0 2 0 4 0 1 0 1 0 2 0 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0 3 0 26 0

鳥取県 0 0

島根県 3 2 2 2 9 0

岡山県 2 1 1 1 2 4 1 1 12 1

広島県 1 1 6 6 1 3 26 1 19 1 24 2 9 20 2 9 1 21 4 9 1 9 166 10

山口県 2 36 3 56 1 19 2 67 2 61 4 143 9 43 1 102 7 14 2 94 1 65 3 52 3 55 3 809 41

中国 5 1 42 3 62 2 22 2 93 3 83 5 170 11 53 1 124 9 23 3 116 1 71 3 65 5 67 3 996 52

徳島県 0 0

香川県 4 4 3 1 2 5 1 19 1

愛媛県 1 1 1 1 1 2 3 1 10 1

高知県 0 0

四国 0 0 0 0 4 0 0 0 1 0 1 0 1 0 5 1 3 0 0 0 2 0 4 0 2 0 6 1 29 2

福岡県 62 3 972 87 983 89 430 48 1791 132 1419 107 1743 163 1131 100 1462 226 411 85 1034 67 1152 79 806 100 1585 114 14981 1400

佐賀県 2 66 5 68 5 33 4 116 4 92 7 183 10 83 8 151 14 24 4 96 8 52 6 90 9 159 14 1215 98

長崎県 8 33 4 29 6 33 2 47 6 106 3 46 4 60 8 8 52 2 33 7 25 2 57 6 543 44

熊本県 5 1 81 4 84 6 40 6 123 8 100 8 117 6 84 9 161 16 21 2 190 8 63 5 69 4 136 13 1274 96

大分県 3 29 2 39 4 15 2 44 8 40 5 91 9 24 65 8 6 1 42 5 35 2 28 2 34 2 495 50

宮崎県 13 4 16 1 5 1 18 3 15 1 39 4 15 1 36 3 9 2 43 5 18 5 23 1 33 4 283 35

鹿児島県 1 40 3 27 2 11 54 2 44 4 96 9 48 8 36 5 10 58 2 27 3 33 2 57 4 542 44

沖縄県 2 1 2 2 3 5 2 2 2 7 3 1 1 6 32 7

福岡以外の九州 21 2 264 22 265 18 110 13 391 27 343 33 634 41 302 30 516 57 78 9 482 31 228 28 268 20 482 43 4384 374

合計 93 7 1289 113 1319 109 571 63 2285 162 1855 145 2555 216 1499 132 2108 292 516 97 1646 99 1464 110 1145 125 2154 161 20499 1831

合計
都道府県名

神学科 英文学科 英語専攻 フランス語専攻 商学科 経営学科 経済学科 国際経済学科 法律学科 国際関係法学科 児童教育学科 社会福祉学科 心理学科 国際文化学科
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最近5年間の都道府県別進学状況（平成２５年度）

志願者 入学者 志願者 入学者 志願者 入学者 志願者 入学者 志願者 入学者 志願者 入学者 志願者 入学者 志願者 入学者 志願者 入学者 志願者 入学者 志願者 入学者 志願者 入学者 志願者 入学者 志願者 入学者 志願者 入学者

北海道 3 2 2 7 0

青森県 0 0

岩手県 0 0

宮城県 0 0

秋田県 0 0

山形県 0 0

福島県 2 2 0

北海道・東北 0 0 3 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 4 0 0 0 0 0 0 0 9 0

茨城県 1 1 0

栃木県 2 1 2 5 0

群馬県 1 1 2 0

埼玉県 0 0

千葉県 1 1 1 2 1 1 1 1 3 11 1

東京都 1 1 1 1 2 1 1 1 9 16 2

神奈川県 1 2 1 2 2 3 1 1 1 13 1

関東 0 0 0 0 1 0 2 0 4 0 3 0 5 0 6 0 5 1 2 0 1 0 2 0 5 2 12 1 48 4

新潟県 0 0

富山県 0 0

石川県 0 0

福井県 0 0

山梨県 0 0

長野県 1 1 0

北陸・甲信越 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 0

岐阜県 1 1 0

静岡県 2 2 0

愛知県 2 1 3 1 1 2 9 1

三重県 1 1 1 1 1 1 4 2 2 14 0

東海 3 0 1 0 0 0 1 0 1 0 1 0 1 0 0 0 1 0 0 0 5 0 5 1 3 0 4 0 26 1

滋賀県 0 0

京都府 1 5 3 1 2 2 1 14 1

大阪府 1 3 3 7 0

兵庫県 1 1 3 2 1 7 1

奈良県 0 0

和歌山県 0 0

近畿 0 0 1 0 5 0 3 1 0 0 0 0 2 0 1 0 5 0 2 0 6 0 2 1 1 0 0 0 28 2

鳥取県 2 2 0

島根県 1 1 2 2 5 1

岡山県 2 3 2 2 10 1 2 22 0

広島県 2 13 2 21 4 15 2 25 2 31 10 30 5 3 2 17 1 21 2 18 2 15 1 225 19

山口県 4 43 2 37 1 16 2 78 4 57 4 144 14 45 4 101 5 10 2 113 4 53 9 54 4 56 8 811 63

中国 7 1 56 4 58 1 20 2 95 6 85 6 177 14 57 4 133 10 15 4 142 5 75 11 72 6 73 9 1065 83

徳島県 0 0

香川県 1 1 2 3 2 1 2 1 4 2 17 2

愛媛県 2 3 3 1 4 1 3 1 2 3 1 1 22 3

高知県 1 1 1 1

四国 1 0 2 0 3 0 3 1 5 1 3 0 3 0 5 0 5 1 2 1 4 0 1 1 2 0 1 1 40 6

福岡県 71 2 936 90 1018 101 526 41 1917 150 1480 138 1836 154 1139 94 1785 231 356 78 1033 89 1200 124 1022 65 1511 158 15830 1515

佐賀県 3 45 4 50 4 30 3 157 10 104 11 154 9 85 3 175 19 37 4 112 10 47 5 83 3 116 10 1198 95

長崎県 4 34 4 53 4 8 54 5 33 4 84 7 25 1 63 8 15 3 81 4 26 5 27 1 60 567 46

熊本県 14 2 112 7 122 4 40 2 118 6 103 14 167 18 113 8 203 24 39 3 198 8 100 12 110 6 92 11 1531 125

大分県 1 41 4 49 4 28 4 36 6 30 2 99 7 37 2 88 10 7 57 3 42 4 35 1 36 5 586 52

宮崎県 27 4 23 2 11 1 17 1 25 5 49 6 17 4 40 7 5 1 43 4 28 3 31 2 24 3 340 43

鹿児島県 1 23 3 38 23 1 21 1 28 4 53 7 21 6 65 6 6 2 82 4 30 3 45 1 57 8 493 46

沖縄県 3 5 1 2 4 1 1 15 2

福岡以外の九州 23 2 285 26 340 19 140 11 403 29 323 40 608 54 298 24 638 74 109 13 574 34 273 32 331 14 385 37 4730 409

合計 105 5 1284 120 1427 121 695 56 2425 186 1895 184 2632 222 1506 122 2572 317 486 96 1769 128 1558 170 1437 87 1986 206 21777 2020

合計
都道府県名

神学科 英文学科 英語専攻 フランス語専攻 商学科 経営学科 経済学科 国際経済学科 法律学科 国際関係法学科 児童教育学科 社会福祉学科 心理学科 国際文化学科
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最近5年間の都道府県別進学状況（平成２４年度）

志願者 入学者 志願者 入学者 志願者 入学者 志願者 入学者 志願者 入学者 志願者 入学者 志願者 入学者 志願者 入学者 志願者 入学者 志願者 入学者 志願者 入学者 志願者 入学者 志願者 入学者 志願者 入学者 志願者 入学者

北海道 1 1 1 1

青森県 1 1 0

岩手県 0 0

宮城県 1 1 1 1 1 1 2 1 8 1

秋田県 0 0

山形県 0 0

福島県 0 0

北海道・東北 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 3 1 1 0 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0 2 1 10 2

茨城県 1 1 0

栃木県 2 2 0

群馬県 1 1 0

埼玉県 2 2 1 1 1 1 1 9 0

千葉県 2 1 4 1 2 1 2 1 7 19 2

東京都 2 3 2 5 1 2 1 5 1 1 21 2

神奈川県 1 1 0

関東 0 0 4 0 5 0 0 0 8 1 5 0 7 0 2 0 4 1 2 0 5 1 1 0 3 1 8 0 54 4

新潟県 0 0

富山県 1 1 0

石川県 1 1 1 1

福井県 0 0

山梨県 5 6 1 12 0

長野県 0 0

北陸・甲信越 1 1 0 0 0 0 1 0 5 0 6 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 14 1

岐阜県 2 2 2 1 1 1 9 0

静岡県 0 0

愛知県 3 5 1 3 1 1 1 1 15 1

三重県 3 1 2 1 2 1 9 1

東海 0 0 0 0 3 0 0 0 3 0 8 1 5 0 0 0 2 0 2 0 3 1 3 0 1 0 3 0 33 2

滋賀県 1 2 2 5 0

京都府 1 1 2 2 1 7 0

大阪府 1 1 1 5 1 2 4 14 1

兵庫県 1 3 4 2 1 1 1 4 2 4 21 2

奈良県 0 0

和歌山県 0 0

近畿 1 0 2 0 1 0 1 0 4 1 9 0 3 0 4 1 2 0 1 1 6 0 0 0 6 0 7 0 47 3

鳥取県 3 3 0

島根県 5 6 1 1 1 13 1

岡山県 1 4 4 6 5 1 2 1 1 24 1

広島県 12 2 20 4 1 22 1 30 1 28 1 8 19 2 29 1 26 13 1 21 2 234 10

山口県 1 56 2 60 1 14 83 6 80 7 142 8 58 2 85 6 13 2 113 3 68 3 43 7 93 3 909 50

中国 1 0 68 4 81 1 18 1 109 7 114 8 181 9 77 2 106 6 15 2 144 4 98 4 56 8 115 6 1183 62

徳島県 1 1 1 4 1 6 2

香川県 3 4 3 2 2 2 1 6 3 26 0

愛媛県 1 4 1 2 1 5 1 6 3 2 1 24 3

高知県 2 2 0

四国 0 0 3 0 5 0 5 2 3 0 4 1 8 1 2 0 5 1 0 0 12 0 5 0 2 0 4 0 58 5

福岡県 53 15 772 89 868 94 360 48 1907 134 1684 124 1698 180 1035 76 1369 237 442 74 980 70 1323 70 755 100 1622 123 14868 1434

佐賀県 1 59 9 74 8 11 3 91 4 74 6 137 9 59 2 151 24 28 4 113 9 90 12 47 11 100 11 1035 112

長崎県 36 2 34 2 13 39 3 52 2 83 11 31 4 52 12 17 1 61 3 31 5 23 2 43 7 515 54

熊本県 3 73 7 103 3 21 2 138 9 159 9 171 8 88 9 159 18 40 2 163 11 114 14 53 5 140 10 1425 107

大分県 39 6 39 2 11 31 2 40 4 105 11 18 65 8 3 64 6 38 30 3 39 4 522 46

宮崎県 11 3 13 4 20 2 21 2 42 6 16 5 35 6 9 1 38 3 31 4 25 2 33 3 298 37

鹿児島県 2 38 2 57 2 17 1 28 3 44 5 57 6 17 1 47 9 10 3 55 3 25 6 31 5 59 6 487 52

沖縄県 1 1 1 4 1 4 9 1 5 11 2 5 2 1 41 7

福岡以外の九州 6 0 257 30 321 17 77 6 351 24 394 28 604 52 234 21 520 79 107 11 499 37 329 41 210 28 414 41 4323 415

合計 62 16 1106 123 1284 112 462 57 2391 167 2225 162 2509 243 1355 100 2009 324 570 88 1649 113 1760 115 1033 137 2175 171 20590 1928

123 韓国１名 韓国１名 韓国１名

合計
都道府県名

神学科 英文学科 英語専攻 フランス語専攻 商学科 経営学科 経済学科 国際経済学科 法律学科 国際関係法学科 児童教育学科 社会福祉学科 心理学科 国際文化学科
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１．調査目的

３．調査項目

2017年４月の「西南学院大学 ６学部10学科２専攻の入学定員増」構想に対して、
高校生のニーズを把握する。

高校生対象調査

調査対象 高校２年生

調査エリア
山口県、福岡県、佐賀県、長崎県、熊本県、

大分県、宮崎県、鹿児島県

調査方法 高校留置き調査

調査
対象数

依頼数 22,906人 （153校）

回収数
（回収率）

17,529人 （147校）
（76.5％）

調査時期 2016年２月12日（金）～2016年３月18日（金）

調査実施機関 株式会社 進研アド

高校生対象調査

• 性別

• 高校種別

• 高校所在地

• 所属クラス

• 高校卒業後の希望進路

• 興味のある学問系統

• 西南学院大学の学科・専攻の特色魅力度

• 西南学院大学への受験意向

• 西南学院大学への入学意向【第一希望】

• 西南学院大学への入学意向【第二希望】

２．調査概要

高校生対象 調査概要
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高校生対象 調査結果まとめ

西南学院大学への受験意向

• 西南学院大学を「受験したいと思う」と答えた人は36.0％（6,312人）である。

西南学院大学への入学意向（第一希望）

• 西南学院大学を「受験したいと思う」と答えた6,312人のうち、西南学院大学を受験

して合格したら、第一希望で入学したい学科・専攻の結果は、以下の通り。

文学部 英文学科 ： 7.8％(493人）

文学部 外国語学科（英語専攻） ： 10.5％（662人）

文学部 外国語学科（フランス語専攻） ： 1.0％（62人）

商学部 商学科 ： 7.4％（465人）

商学部 経営学科 ： 5.0％（316人）

経済学部 経済学科 ： 15.6％（984人）

経済学部 国際経済学科 ： 2.8％（175人）

法学部 法律学科 ： 12.3％（776人）

法学部 国際関係法学科 ： 1.9％（121人）

人間科学部 心理学科 ： 10.2％（642人）

国際文化学部 国際文化学科 ： 8.5％（537人）

• 全ての学科・専攻において、予定している入学定員（「英文学科」120人、「外国語

学科（英語専攻）」120人、「外国語学科（フランス語専攻）」60人、「商学科」180人、

「経営学科」180人、「経済学科」240人、「国際経済学科」120人、「法律学科」315

人、「国際関係法学科」95人、「心理学科」120人、「国際文化学科」180人）を上

回っている。
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高校生対象 調査結果まとめ

西南学院大学への入学意向（第二希望）

• 西南学院大学を「受験したいと思う」と答えた6,312人のうち、西南学院大学を受験

して合格したら、第二希望で入学したい学科・専攻の結果は、以下の通り。

文学部 英文学科 ： 9.6％(608人）

文学部 外国語学科（英語専攻） ： 8.9％（560人）

文学部 外国語学科（フランス語専攻） ： 2.0％（127人）

商学部 商学科 ： 9.4％（593人）

商学部 経営学科 ： 7.9％（496人）

経済学部 経済学科 ： 11.3％（711人）

経済学部 国際経済学科 ： 5.1％（323人）

法学部 法律学科 ： 6.3％（399人）

法学部 国際関係法学科 ： 4.8％（300人）

人間科学部 心理学科 ： 10.1％（639人）

国際文化学部 国際文化学科 ： 7.4％（468人）

• 第一希望と第二希望を合わせると、全ての学科・専攻において予定している入学

定員数を３倍以上上回る入学意向者がみられた。
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高校生対象 調査結果
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■性別

■所属クラス

回答者の属性（性別／高校種別／高校所在地／所属クラス）

■高校種別

■高校所在地

うち
英語科コース 0.8％
国際系クラス 0.2％

※その他＝「その他」「英語科コース」「国際系クラス」と回答した人の合計値
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西南学院大学への受験意向／
西南学院大学への入学意向【第一希望】(受験意向者ベース)

■西南学院大学への受験意向
Ｑ４. あなたは、西南学院大学を受験してみたいと思いますか。
あなたの気持ちに一番近い方の番号１つに○をつけてください。（１つだけ）

※Ｑ４ 西南学院大学を「受験したいと思う」と答えた6,312人のみ抽出

■西南学院大学への入学意向【第一希望】(受験意向者ベース)

Ｑ５-１.あなたは、西南学院大学を受験して合格したら、どの学科・専攻に入学したいと思いますか。
（入学したい学科がない場合は、「この中にはない」に○をつけてください）

※複数回答の場合は、無回答として処理

第一希望入学意向者（14学科・専攻合計値） n=6,153
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西南学院大学への受験意向／
西南学院大学への入学意向【第二希望】(受験意向者ベース)

■西南学院大学への受験意向
Ｑ４. あなたは、西南学院大学を受験してみたいと思いますか。
あなたの気持ちに一番近い方の番号１つに○をつけてください。（１つだけ）

■西南学院大学への入学意向【第二希望】(受験意向者ベース)
Ｑ５-２.あなたは、西南学院大学を受験して合格したら、どの学科・専攻に入学したいと思いますか。

第二希望まで教えて下さい。
（入学したい学科がない場合は、「この中にはない」に○をつけてください）

※複数回答の場合は、無回答として処理

※Ｑ４ 西南学院大学を「受験したいと思う」と答えた6,312人のみ抽出
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巻末資料 調査票
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高校生対象 調査票
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高校生対象 調査票
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高校生対象 調査票
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高校生対象 調査票
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【資料11】

※平成26年度以降は前期卒業者を含む

区　分 項　目 平成27年度 平成26年度 平成25年度 平成24年度 平成23年度 5ヶ年平均

神学部 卒業者数 14 11 10 12 10 11.4

　神学科 希望者数 11 3 1 4 3 4.4

求人件数 - - - - - -

就職者数 8 3 1 3 3 3.6

求人倍率 - - - - - -

就 職 率 72.7% 100% 100% 75% 100% 89.5%

文学部 卒業者数 114 91 104 122 114 109

　英文学科 希望者数 95 77 88 94 84 87.6

求人件数 - - - - - -

就職者数 90 76 86 89 76 83.4

求人倍率 - - - - - -

就 職 率 94.7% 98.7% 97.7% 94.7% 90.5% 95.3%

文学部 卒業者数 116 111 107 109 108 110.2

　外国語学科 希望者数 91 90 90 88 84 88.6

　英語専攻 求人件数 - - - - - -

就職者数 86 87 85 86 73 83.4

求人倍率 - - - - - -

就 職 率 94.5% 96.7% 94.4% 97.7% 86.9% 94.0%

文学部 卒業者数 55 57 46 49 60 53.4

　外国語学科 希望者数 47 47 39 33 49 43

フランス語専攻 求人件数 - - - - - -

就職者数 43 47 36 30 40 39.2

求人倍率 - - - - - -

就 職 率 91.5% 100% 92.3% 90.9% 81.6% 91.3%

商学部 卒業者数 172 155 165 160 161 162.6

　商学科 希望者数 154 134 149 128 135 140

求人件数 - - - - - -

就職者数 154 131 141 121 122 133.8

求人倍率 - - - - - -

就 職 率 100% 97.8% 94.6% 94.5% 90.4% 95.5%

商学部 卒業者数 174 175 167 160 172 169.6

　経営学科 希望者数 158 156 142 130 140 145.2

求人件数 - - - - - -

就職者数 153 154 134 125 132 139.6

求人倍率 - - - - - -

就 職 率 96.8% 98.7% 94.4% 96.2% 94.3% 96.1%

経済学部 卒業者数 235 197 228 218 243 224.2

　経済学科 希望者数 210 168 188 174 185 185

求人件数 - - - - - -

就職者数 201 165 177 165 167 175

求人倍率 - - - - - -

就 職 率 95.7% 98.2% 94.1% 94.8% 90.3% 94.6%

最近５年間の求人件数等の状況
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※平成26年度以降は前期卒業者を含む

区　分 項　目 平成27年度 平成26年度 平成25年度 平成24年度 平成23年度 5ヶ年平均

最近５年間の求人件数等の状況

経済学部 卒業者数 92 110 109 113 101 105

　国際経済学科 希望者数 78 93 88 94 87 88

求人件数 - - - - - -

就職者数 78 92 86 90 77 84.6

求人倍率 - - - - - -

就 職 率 100% 98.9% 97.7% 95.7% 88.5% 96.2%

法学部 卒業者数 337 299 268 287 311 300.4

　法律学科 希望者数 285 240 208 200 227 232

求人件数 - - - - - -

就職者数 266 234 198 168 199 213

求人倍率 - - - - - -

就 職 率 93.3% 97.5% 95.2% 84% 87.7% 91.5%

法学部 卒業者数 93 90 82 77 90 86.4

　国際関係法学科 希望者数 77 76 62 53 69 67.4

求人件数 - - - - - -

就職者数 72 75 55 45 58 61

求人倍率 - - - - - -

就 職 率 93.5% 98.7% 88.7% 84.9% 84.1% 90.0%

人間科学部 卒業者数 118 127 95 111 110 112.2

　児童教育学科 希望者数 107 102 87 81 89 93.2

求人件数 - - - - - -

就職者数 102 99 79 71 87 87.6

求人倍率 - - - - - -

就 職 率 95.3% 97.1% 90.8% 87.7% 97.8% 93.7%

人間科学部 卒業者数 115 168 155 177 158 154.6

　社会福祉学科 希望者数 107 155 133 151 115 132.2

求人件数 - - - - - -

就職者数 101 148 119 127 102 119.4

求人倍率 - - - - - -

就 職 率 94.4% 95.5% 89.5% 84.1% 88.7% 90.4%

人間科学部 卒業者数 115 - - - - -

　心理学科 希望者数 95 - - - - -

求人件数 - - - - - -

就職者数 91 - - - - -

求人倍率 - - - - - -

就 職 率 95.8% - - - - 95.8%

国際文化学部 卒業者数 168 135 187 171 154 163

　国際文化学科 希望者数 149 106 164 127 127 134.6

求人件数 - - - - - -

就職者数 140 100 156 114 112 124.4

求人倍率 - - - - - -

就 職 率 94% 94.3% 95.1% 89.8% 88.2% 92.3%

全学の合計 卒業者数 1,918 1,726 1,723 1,766 1,792 1,785

希望者数 1,664 1,447 1,439 1,357 1,394 1,460

求人件数 3,228 3,197 3,045 2,780 2,486 2,947

就職者数 1,585 1,411 1,353 1,234 1,248 1,366

求人倍率 1.94 2.21 2.12 2.05 1.78 2.02

就 職 率 95.3% 97.5% 94% 90.9% 89.5% 93.6%
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１．調査目的

2017年４月の西南学院大学の入学定員増に対して、卒業生の就職先として想定さ
れる企業の人材ニーズを把握する。

企業対象調査

• 人事採用への関与度

• 本社所在地

• 勤務先の主な業種

• 従業員数

• 正規社員の平均採用人数

• 本年度の採用予定数

• 採用したい学問系統

• 西南学院大学の学科・専攻の特色必要度

• 各学科・専攻卒業生の採用意向

• 各学科・専攻卒業生の毎年の採用想定人数

２．調査概要

企業対象 調査概要

３．調査項目

企業対象調査

調査対象 企業の採用担当者

調査エリア

北海道、宮城県、福島県、茨城県、群馬県、埼玉県、
千葉県、東京都、神奈川県、新潟県、山梨県、静岡
県、長野県、岐阜県、愛知県、三重県、石川県、

滋賀県、京都府、大阪府、兵庫県、奈良県、

和歌山県、岡山県、広島県、山口県、香川県、

愛媛県、高知県、大分県、福岡県、佐賀県、長崎県、
熊本県、宮崎県、鹿児島県、沖縄県

調査方法 郵送調査

調査
対象数

依頼数 2,500社

回収数（回収率） 435社（17.4％）

調査時期 2016年２月16日（火）～2016年４月５日（火）

調査実施機関 株式会社 進研アド
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企業対象 調査結果まとめ

回答企業の採用状況

• 回答企業の過去３か年の平均的な正規社員の採用人数は、「１名～５名未満」が

24.4％で最も多い。次いで、「10名～20名未満」が20.7％、「５名～10名未満」が

17.5％である。回答企業の平均的な正社員の採用人数を合計すると14,415人、

１社あたり平均33.1人である。

西南学院大学の卒業生に対する採用意向

• 西南学院大学の各学科・専攻の卒業生を「採用したいと思う」と答えた企業の割合

は以下の通り。

文学部 英文学科 ： 71.0%％(309社 ）

文学部 外国語学科（英語専攻） ： 72.2％（314社）

文学部 外国語学科（フランス語専攻） ： 57.2％（249社）

商学部 商学科 ： 89.9％（391社）

商学部 経営学科 ： 88.3％（384社）

経済学部 経済学科 ： 88.7％（386社）

経済学部 国際経済学科 ： 81.4％（354社）

法学部 法律学科 ： 79.8％（347社）

法学部 国際関係法学科 ： 71.7％（312社）

人間科学部 心理学科 ： 67.6％（294社）

国際文化学部 国際文化学科 ： 70.1％（305社）

• 「採用したいと思う」と答えた企業の割合は、調査を行った全学科で平均すると、

76.2％である。

• 回答企業の平均的な正規社員の採用人数の合計値14,415人に、西南学院大学の

卒業生に対する採用意向の平均値をかけあわせると、10,984人である。



企業対象 調査結果
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正規社員の平均採用人数／本年度の採用予定数

Ｑ５. 貴社・貴団体の過去３か年の平均的な正規社員の採用数について、お教えください。

■正規社員の平均採用人数
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Ｑ10. Ｑ９でいずれかの学科・専攻の卒業生を「１．採用したいと思う」と回答された方におたずねします。
「１．採用したいと思う」と回答された学科・専攻を卒業した学生について、採用を考える場合、毎年何名程度の採用を
想定されますか。現時点でのあなたご自身のお考えに一番近いものをご回答ください。
（それぞれ、あてはまる番号１つに○）
*入学定員を増やす計画をしている学科・専攻のみ下記に記載しています。

Ｑ９. 貴社・貴団体では、西南学院大学の以下の学科・専攻を卒業した学生について、採用したいと思われますか。
（それぞれ、あてはまる番号１つに○）
*入学定員を増やす計画をしている学科・専攻のみ下記に記載しています。

■文学部 英文学科卒業生に対する採用意向

「採用したいと思う」と答えた309企業のみ抽出

■文学部 英文学科卒業生の毎年の採用想定人数

※ 毎年の採用想定人数・計 「５名～９名」＝５名、「10名以上」＝10名、「人数は未確定」＝１名 を代入し合計値を算出

文学部 英文学科卒業生の採用意向／毎年の採用想定人数

【参考】
※「人数は未確定」と答えた企業を除いた場合
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Ｑ10. Ｑ９でいずれかの学科・専攻の卒業生を「１．採用したいと思う」と回答された方におたずねします。
「１．採用したいと思う」と回答された学科・専攻を卒業した学生について、採用を考える場合、毎年何名程度の採用を
想定されますか。現時点でのあなたご自身のお考えに一番近いものをご回答ください。
（それぞれ、あてはまる番号１つに○）
*入学定員を増やす計画をしている学科・専攻のみ下記に記載しています。

Ｑ９. 貴社・貴団体では、西南学院大学の以下の学科・専攻を卒業した学生について、採用したいと思われますか。
（それぞれ、あてはまる番号１つに○）
*入学定員を増やす計画をしている学科・専攻のみ下記に記載しています。

■文学部 外国語学科英語専攻卒業生に対する採用意向

「採用したいと思う」と答えた314企業のみ抽出

■文学部 外国語学科英語専攻卒業生の毎年の採用想定人数

※ 毎年の採用想定人数・計 「５名～９名」＝５名、「10名以上」＝10名、「人数は未確定」＝１名 を代入し合計値を算出

文学部 外国語学科英語専攻卒業生の採用意向／
毎年の採用想定人数

【参考】
※「人数は未確定」と答えた企業を除いた場合
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Ｑ10. Ｑ９でいずれかの学科・専攻の卒業生を「１．採用したいと思う」と回答された方におたずねします。
「１．採用したいと思う」と回答された学科・専攻を卒業した学生について、採用を考える場合、毎年何名程度の採用を
想定されますか。現時点でのあなたご自身のお考えに一番近いものをご回答ください。
（それぞれ、あてはまる番号１つに○）
*入学定員を増やす計画をしている学科・専攻のみ下記に記載しています。

Ｑ９. 貴社・貴団体では、西南学院大学の以下の学科・専攻を卒業した学生について、採用したいと思われますか。
（それぞれ、あてはまる番号１つに○）
*入学定員を増やす計画をしている学科・専攻のみ下記に記載しています。

■文学部 外国語学科フランス語専攻卒業生に対する採用意向

「採用したいと思う」と答えた249企業のみ抽出

■文学部 外国語学科フランス語専攻卒業生の毎年の採用想定人数

※ 毎年の採用想定人数・計 「５名～９名」＝５名、「10名以上」＝10名、「人数は未確定」＝１名 を代入し合計値を算出

文学部 外国語学科フランス語専攻卒業生の採用意向／
毎年の採用想定人数

【参考】
※「人数は未確定」と答えた企業を除いた場合
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Ｑ10. Ｑ９でいずれかの学科・専攻の卒業生を「１．採用したいと思う」と回答された方におたずねします。
「１．採用したいと思う」と回答された学科・専攻を卒業した学生について、採用を考える場合、毎年何名程度の採用を
想定されますか。現時点でのあなたご自身のお考えに一番近いものをご回答ください。
（それぞれ、あてはまる番号１つに○）
*入学定員を増やす計画をしている学科・専攻のみ下記に記載しています。

Ｑ９. 貴社・貴団体では、西南学院大学の以下の学科・専攻を卒業した学生について、採用したいと思われますか。
（それぞれ、あてはまる番号１つに○）
*入学定員を増やす計画をしている学科・専攻のみ下記に記載しています。

■商学部 商学科卒業生に対する採用意向

「採用したいと思う」と答えた391企業のみ抽出

■商学部 商学科卒業生の毎年の採用想定人数

※ 毎年の採用想定人数・計 「５名～９名」＝５名、「10名以上」＝10名、「人数は未確定」＝１名 を代入し合計値を算出

商学部 商学科卒業生の採用意向／毎年の採用想定人数

【参考】
※「人数は未確定」と答えた企業を除いた場合
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Ｑ10. Ｑ９でいずれかの学科・専攻の卒業生を「１．採用したいと思う」と回答された方におたずねします。
「１．採用したいと思う」と回答された学科・専攻を卒業した学生について、採用を考える場合、毎年何名程度の採用を
想定されますか。現時点でのあなたご自身のお考えに一番近いものをご回答ください。
（それぞれ、あてはまる番号１つに○）
*入学定員を増やす計画をしている学科・専攻のみ下記に記載しています。

Ｑ９. 貴社・貴団体では、西南学院大学の以下の学科・専攻を卒業した学生について、採用したいと思われますか。
（それぞれ、あてはまる番号１つに○）
*入学定員を増やす計画をしている学科・専攻のみ下記に記載しています。

■商学部 経営学科卒業生に対する採用意向

「採用したいと思う」と答えた384企業のみ抽出

■商学部 経営学科卒業生の毎年の採用想定人数

※ 毎年の採用想定人数・計 「５名～９名」＝５名、「10名以上」＝10名、「人数は未確定」＝１名 を代入し合計値を算出

商学部 経営学科卒業生の採用意向／毎年の採用想定人数

【参考】
※「人数は未確定」と答えた企業を除いた場合
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Ｑ10. Ｑ９でいずれかの学科・専攻の卒業生を「１．採用したいと思う」と回答された方におたずねします。
「１．採用したいと思う」と回答された学科・専攻を卒業した学生について、採用を考える場合、毎年何名程度の採用を
想定されますか。現時点でのあなたご自身のお考えに一番近いものをご回答ください。
（それぞれ、あてはまる番号１つに○）
*入学定員を増やす計画をしている学科・専攻のみ下記に記載しています。

Ｑ９. 貴社・貴団体では、西南学院大学の以下の学科・専攻を卒業した学生について、採用したいと思われますか。
（それぞれ、あてはまる番号１つに○）
*入学定員を増やす計画をしている学科・専攻のみ下記に記載しています。

■経済学部 経済学科卒業生に対する採用意向

「採用したいと思う」と答えた386企業のみ抽出

■経済学部 経済学科卒業生の毎年の採用想定人数

※ 毎年の採用想定人数・計 「５名～９名」＝５名、「10名以上」＝10名、「人数は未確定」＝１名 を代入し合計値を算出

経済学部 経済学科卒業生の採用意向／
毎年の採用想定人数

【参考】
※「人数は未確定」と答えた企業を除いた場合
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Ｑ10. Ｑ９でいずれかの学科・専攻の卒業生を「１．採用したいと思う」と回答された方におたずねします。
「１．採用したいと思う」と回答された学科・専攻を卒業した学生について、採用を考える場合、毎年何名程度の採用を
想定されますか。現時点でのあなたご自身のお考えに一番近いものをご回答ください。
（それぞれ、あてはまる番号１つに○）
*入学定員を増やす計画をしている学科・専攻のみ下記に記載しています。

Ｑ９. 貴社・貴団体では、西南学院大学の以下の学科・専攻を卒業した学生について、採用したいと思われますか。
（それぞれ、あてはまる番号１つに○）
*入学定員を増やす計画をしている学科・専攻のみ下記に記載しています。

■経済学部 国際経済学科卒業生に対する採用意向

「採用したいと思う」と答えた354企業のみ抽出

■経済学部 国際経済学科卒業生の毎年の採用想定人数

※ 毎年の採用想定人数・計 「５名～９名」＝５名、「10名以上」＝10名、「人数は未確定」＝１名 を代入し合計値を算出

経済学部 国際経済学科卒業生の採用意向／
毎年の採用想定人数

【参考】
※「人数は未確定」と答えた企業を除いた場合
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Ｑ10. Ｑ９でいずれかの学科・専攻の卒業生を「１．採用したいと思う」と回答された方におたずねします。
「１．採用したいと思う」と回答された学科・専攻を卒業した学生について、採用を考える場合、毎年何名程度の採用を
想定されますか。現時点でのあなたご自身のお考えに一番近いものをご回答ください。
（それぞれ、あてはまる番号１つに○）
*入学定員を増やす計画をしている学科・専攻のみ下記に記載しています。

Ｑ９. 貴社・貴団体では、西南学院大学の以下の学科・専攻を卒業した学生について、採用したいと思われますか。
（それぞれ、あてはまる番号１つに○）
*入学定員を増やす計画をしている学科・専攻のみ下記に記載しています。

■法学部 法律学科卒業生に対する採用意向

「採用したいと思う」と答えた347企業のみ抽出

■法学部 法律学科卒業生の毎年の採用想定人数

※ 毎年の採用想定人数・計 「５名～９名」＝５名、「10名以上」＝10名、「人数は未確定」＝１名 を代入し合計値を算出

法学部 法律学科卒業生の採用意向／毎年の採用想定人数

【参考】
※「人数は未確定」と答えた企業を除いた場合
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Ｑ10. Ｑ９でいずれかの学科・専攻の卒業生を「１．採用したいと思う」と回答された方におたずねします。
「１．採用したいと思う」と回答された学科・専攻を卒業した学生について、採用を考える場合、毎年何名程度の採用を
想定されますか。現時点でのあなたご自身のお考えに一番近いものをご回答ください。
（それぞれ、あてはまる番号１つに○）
*入学定員を増やす計画をしている学科・専攻のみ下記に記載しています。

Ｑ９. 貴社・貴団体では、西南学院大学の以下の学科・専攻を卒業した学生について、採用したいと思われますか。
（それぞれ、あてはまる番号１つに○）
*入学定員を増やす計画をしている学科・専攻のみ下記に記載しています。

■法学部 国際関係法学科卒業生に対する採用意向

「採用したいと思う」と答えた312企業のみ抽出

■法学部 国際関係法学科卒業生の毎年の採用想定人数

※ 毎年の採用想定人数・計 「５名～９名」＝５名、「10名以上」＝10名、「人数は未確定」＝１名 を代入し合計値を算出

法学部 国際関係法学科卒業生の採用意向／
毎年の採用想定人数

【参考】
※「人数は未確定」と答えた企業を除いた場合
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Ｑ10. Ｑ９でいずれかの学科・専攻の卒業生を「１．採用したいと思う」と回答された方におたずねします。
「１．採用したいと思う」と回答された学科・専攻を卒業した学生について、採用を考える場合、毎年何名程度の採用を
想定されますか。現時点でのあなたご自身のお考えに一番近いものをご回答ください。
（それぞれ、あてはまる番号１つに○）
*入学定員を増やす計画をしている学科・専攻のみ下記に記載しています。

Ｑ９. 貴社・貴団体では、西南学院大学の以下の学科・専攻を卒業した学生について、採用したいと思われますか。
（それぞれ、あてはまる番号１つに○）
*入学定員を増やす計画をしている学科・専攻のみ下記に記載しています。

■人間科学部 心理学科卒業生に対する採用意向

「採用したいと思う」と答えた294企業のみ抽出

■人間科学部 心理学科卒業生の毎年の採用想定人数

※ 毎年の採用想定人数・計 「５名～９名」＝５名、「10名以上」＝10名、「人数は未確定」＝１名 を代入し合計値を算出

人間科学部 心理学科卒業生の採用意向／
毎年の採用想定人数

【参考】
※「人数は未確定」と答えた企業を除いた場合
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Ｑ10. Ｑ９でいずれかの学科・専攻の卒業生を「１．採用したいと思う」と回答された方におたずねします。
「１．採用したいと思う」と回答された学科・専攻を卒業した学生について、採用を考える場合、毎年何名程度の採用を
想定されますか。現時点でのあなたご自身のお考えに一番近いものをご回答ください。
（それぞれ、あてはまる番号１つに○）
*入学定員を増やす計画をしている学科・専攻のみ下記に記載しています。

Ｑ９. 貴社・貴団体では、西南学院大学の以下の学科・専攻を卒業した学生について、採用したいと思われますか。
（それぞれ、あてはまる番号１つに○）
*入学定員を増やす計画をしている学科・専攻のみ下記に記載しています。

■国際文化学部 国際文化学科卒業生に対する採用意向

「採用したいと思う」と答えた305企業のみ抽出

■国際文化学部 国際文化学科卒業生の毎年の採用想定人数

※ 毎年の採用想定人数・計 「５名～９名」＝５名、「10名以上」＝10名、「人数は未確定」＝１名 を代入し合計値を算出

国際文化学部 国際文化学科卒業生の採用意向／
毎年の採用想定人数

【参考】
※「人数は未確定」と答えた企業を除いた場合
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企業対象 調査票
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企業対象 調査票
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